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は じ め に

平成 29 年度大磯町郷土資料館年報を刊行いたします。

平成 29 年度は、旧吉田茂邸が大磯町郷土資料館の別館として公開が始まった最初の年度となりま

した。旧吉田茂邸では、郷土資料館と同様に施設管理や学芸活動を実施し、前年度と比較して、単純

に事業量が倍になりました。事業の増加に伴い、組織として職員の増強をはかりました。

事業内容も旧吉田茂邸の公開に併せて、前年度から引き続き企画展「吉田茂」を実施し、旧吉田茂

邸内においてミニ企画展や講演会を行いました。また、郷土資料館のリニューアルオープン 1 周年

を冠して、平成 2 年以来、実に 27 年振りに城山荘をテーマとした企画展を開催しました。

お陰様で、旧吉田茂邸は、公開初年度内の平成 30 年 3 月 13 日に観覧者数 10 万人を達成し、事

業に対して様々なご期待をいただいています。初年度は皆様からのご要望に対して、場当たり的な対

応とならざるを得なかった点も多々ありますが、今後は事業を軌道に乗せるよう努めてまいります。

また、これまでの郷土資料館の博物館事業も変わらず進めてまいりますので、引き続き、当館の事業

にご理解・ご協力をお願いいたします。

大磯町郷土資料館
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大磯町郷土資料館運営

■ 組織および職員

教　育　長 教育部長 生涯学習課長 郷土資料館 副主幹／学芸員 北水　慶一
主事／学芸員 富田三紗子
主事 伊藤恵理子
主事 池田知與子
主事補／学芸員 久保庭　萌
主事補／学芸員 川邉絢一郎
臨時職員／学芸員 鈴木　一男
臨時職員／学芸員 飯野　友紀
臨時職員／学芸員 鈴木　千津
臨時職員／学芸員 中原　園子
臨時職員／司書 諏訪部房代
臨時職員／自然観察指導員

高山　優美
臨時職員 川下多恵子
臨時職員 佐藤　瑞香
臨時職員 鈴木　道子
臨時職員 名取　淳子
臨時職員 西田　裕子
臨時職員 花輪　弘枝
臨時職員 若栗　尊子

　野島 健二　 　  仲手川 孝　   　山口 章子     　 館長　國見 徹

参事（歴史・文化担当）

佐川　和裕

参与（旧吉田茂邸担当）

柴田　明彦

■ 協議会
＜委員の構成＞
・委 員 長／ 近藤　英夫（学識経験者）
・副委員長／ 西川　武臣（学識経験者）
・委員／ 柴田　紳一（学識経験者）

古川　元也（学識経験者）
青木　　弘（学校教育関係者）
中島　美江（社会教育関係者）
山本　圭子（社会教育関係者）
大倉　祥子（観光関係者）
曽根田玲子（観光関係者）

＜協議会の開催＞
・第 1 回／平成 29 年 10 月 25 日 議題 1 平成 29 年度事業について

議題 2 旧吉田茂邸運営状況について
・第 2 回／平成 30 年 2 月 9 日 議題 1 平成 29 年度事業進捗状況報告について

議題 2 平成 30 年度事業計画について

■ 予算
＜当初予算の推移＞

年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度
金額 43,650 千円 46,587 千円 200,095 千円 512,125 千円 147,274 千円 84,551 千円

＜平成 29 年度歳入決算額（一部のみ）＞
・旧吉田茂邸観覧料  47,225,550 円 ・吉田茂関連製品売上代 389,200 円
・旧吉田茂邸刊行物売上代 588,500 円 ・郷土資料館刊行物売上代 403,500 円
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＜平成 29 年度歳出決算額＞

事業 郷土資料館
運営事務事業

郷土資料館
維持管理事業

郷土資料館
学芸活動事業

教育普及・
企画展事業

金額 2,313,618 円 10,390,451 円 3,467,015 円 1,261,114 円

事業 旧吉田茂邸
運営事務事業

旧吉田茂邸
維持管理事業

旧吉田茂邸
学芸活動事業

旧吉田茂邸
研修等事業 計

金額 31,904,014 円 7,337,607 円 2,304,100 円 269,741 円 59,247,660 円
□職員給与（7 人分） 43,765,934 円 ■歳出合計 103,013,594 円

■ 観覧者数
＜郷土資料館観覧者数の推移＞

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 累計（昭和 63 年～）
入館者数 29,179 30,335 25,673 17,862 35,826 931,068
1 日平均／
開館日数

101 ／ 290 102 ／ 296 91 ／ 283 149 ／ 120 122 ／ 294 112 ／ 8,302

※平成 28 年度は平成 28 年 11 月 2 日まで展示リニューアル工事のため休館

単位：人、日

単位：人＜郷土資料館の月別観覧者数＞
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

入館者数 5,115 4,993 2,805 2,183 1,939 2,138
1 日平均 189 200 134 91 75 86

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
入館者数 3,583 3,954 1,905 1,763 2,471 2,977 35,826
1 日平均 138 158 83 77 107 115 122

単位：人＜旧吉田茂邸（郷土資料館別館）の月別観覧者数＞
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

観
覧
者
数

大人 ( 個人 ) 13,980  13,740  7,987  　3,928  　2,762  4,158  
大人 ( 団体 ) 998  2,635  4,100  2,100  234  2,029  

中学生・高校生
( 個人 )

98  99  58  36  67  16  

中学生・高校生
( 団体 )

0  2  0  0  0  0  

小学生以下 219  221  77  61  142  87  
障がい者／介護者 729  682  390  230  126  178  

減免対象者 226  170  137  214  136  86  
計 16,250  17,549  12,749  6,569  3,467  6,554  

1 日平均 602  702  510  263  133  262  
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

観
覧
者
数

大人 ( 個人 ) 4,615 6,288 2,732 2,697 3,781 4,475 71,143
大人 ( 団体 ) 4,336 4,056 1,080 951 1,442 1,702 25,663

中学生・高校生
( 個人 )

9 27 22 12 31 58 533

中学生・高校生
( 団体 )

0 0 0 52 0 0 54

小学生以下 53 99 41 62 103 108 1,273
障がい者／介護者 271 327 120 132 191 181 3,557

減免対象者 188 87 58 196 210 296 2,004
計 9,472 10,884 4,053 4,102 5,758 6,820 104,227

1 日平均 379 435 176 178 250 262 350
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大磯町郷土資料館施設管理

■ 維持管理
＜委託業務＞
・清掃委託／ ( 株 ) 湘南県央サービス ・自家用電気工作物保守委託／荻野電気管理事務所
・警備委託／ ( 株 ) 全日警 横浜支社 ・消防用設備保守委託／ ( 有 ) 丸興商会 平塚営業所
・昇降機保守委託／ダイコー ( 株 ) 横浜営業所 ・自動ドア保守委託／ ( 株 ) 神奈川ナブコ 厚木支店
・敷地管理委託／ ( 財 ) 神奈川県公園協会 ・燻蒸委託／関東港業 ( 株 ) 横浜営業所
・空調機器給水設備保守委託／扶桑工業 ( 株 )

＜修繕＞
・空調機冷媒配管結露工事／扶桑工業 ( 株 ) ・電気温水器排水受皿継手交換／岩田土木管工 ( 株 )
・マップケース修繕／神奈川ファイリング ( 株 ) ・屋内消火栓修繕／ ( 有 ) 丸興商会
・屋外機置場屋根修繕工事／匠建設 ( 株 ) ・空調機修繕／扶桑工業 ( 株 )

■ 施設使用
＜施設使用月別件数＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
研修室 10 11 9 11 12 8 9 8 9 10 6 8 111

単位：団体

旧吉田茂邸（郷土資料館別館）施設管理

■ 維持管理
＜委託業務＞
・清掃委託／ ( 株 ) 湘南県央サービス ・空調機器給水設備保守委託／扶桑工業 ( 株 )
・警備委託／ ( 株 ) 全日警 横浜支社 ・消防用設備保守委託／モリタ宮田工業 ( 株 )
・昇降機保守委託／ ( 株 ) 日立ビルシステム 横浜支社

＜修繕＞
・監視カメラ増設工事／大栄電気 ( 株 ) ・食堂展示ケースガラス修繕／ ( 有 ) 相模屋ガラス

■ 施設使用
＜施設使用月別件数＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
全　館 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2
和　室 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
金の間 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2
食　堂 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 4
研修室 7 5 4 3 2 2 7 1 0 2 2 3 38

展示・休憩室 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

単位：団体

＜全館使用＞
・( 株 ) 東通企画／平成 29 年 9 月 25 日 ( 月 ) ／ BS 朝日テレビ番組『NIPPON ダンディズム』撮影
・外務省アジア大洋局州局大洋州課／平成 29 年 10 月 23 日 ( 月 ) ／河野外務大臣とクリスチャン・

ミクロネシア連邦大統領との懇談
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大磯町郷土資料館学芸活動

■ 企画展
〔平成 28 年度から継続〕

旧吉田茂邸落成記念企画展「吉田茂 －その生涯と大磯－」
期　　間／平成 29 年 3 月 26 日（日）～ 5 月 7 日（日）
開場日数／ 38 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室、廻廊
出品点数／約 100 点
料　　金／無料
観覧者数／ 7,701 人
趣　　旨／平成 21 年 3 月に焼失した旧吉田茂邸の再建工事が完
了し、郷土資料館の別館として平成 29 年４月に開館するにあた
り、吉田茂の業績や大磯での生活を中心とした企画展を開催する。
当館に所蔵されている、平成 23 年度に財団法人吉田茂国際基金
からご寄贈いただいた資料を中心に展示を行う。また、再建事業
の進行に伴い、ご寄贈いただいた他の吉田茂関連資料もこの機会
に紹介する。
内　　容／幼少時代より大磯で多くの時間を過ごし、戦後の日本
を鋭い鑑識眼と的確な状況把握能力で牽引した業績を紹介した。
また、おおらかで素直な人間性をもつ吉田茂の魅力を、大磯での
暮らしを通して伝えた。このほか、吉田が過ごした邸宅や邸内の七賢堂などの紹介も行った。

〔関連行事〕
①　講演会「吉田茂と大磯」
日　　時／平成 29 年４月 16 日（日）14 時～ 16 時
会　　場／郷土資料館 研修室
講　　師／柴田紳一氏（國學院大學文学部史学科准教授）
参加人数／ 93 人
②　担当学芸員による展示解説
日　　時／〔第 1 回〕平成 29 年 4 月 9 日（日）、〔第 2 回〕5 月 5 日（金・祝日）

いずれも 14 時～ 14 時 30 分頃
会　　場／大磯町郷土資料館　企画展示室
参加人数／〔第 1 回〕36 人、〔第 2 回〕77 人
内　　容／担当学芸員が企画展示の内容を 30 分程度で解説した。

（担　当）久保庭・富田

企画展「ようこそアオバト楽
がっかい

会へ
－新たに解明されたアオバトのふしぎ－」

期　　間／平成 29 年７月 15 日（土）～ 9 月 3 日（日）
開場日数／ 42 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室
出品点数／約 100 点
料　　金／無料
観覧者数／ 3,541 人
共　　催／こまたん
趣　　旨／平成 8 年 2 月、大磯町照ヶ崎は全国的にみても数少
ないアオバトの海水吸飲集団飛来地として神奈川県の天然記念物に指定された。また、大磯町は平成
22 年 11 月にはアオバトを “ 町の鳥 ” として制定した。県指定から 20 年、町の鳥制定から 5 年が経
過したことを契機に、アオバトの生態を広く普及するため企画展を開催する。
内　　容／こまたんによるアオバト調査の成果を中心に、これまでに解明されたアオバトの生態、形
態について取り上げ紹介した。
(1) 保全センターで保護されたアオバトの観察と消化器官の比較
(2) アオバトの換羽
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(3) アオバトの体重の推移と換羽の関係
(4) アオバトの鳴き声の構造
(5) 保護されたアオバトの産卵
(6) ライデン博物館で管理されているアオバトの剥製　など

〔関連行事〕
①　アオバト観察会
日　　時／ 7 月 30 日 ( 日 )　午前 7 時 30 分～ 9 時 00 分
場　　所／大磯町照ヶ崎海岸
講　　師／斎藤 常實氏・金子 典芳氏（こまたん）
参加人数／ 91 人
②　アオバト講演会
日　　時／７月 30 日 ( 日 )　午前 10 時 00 分～ 12 時 00 分
会　　場／郷土資料館 研修室
講　　師／斎藤 常實氏・金子 典芳氏（こまたん）
参加人数／ 105 人

（担　当）北水・高山

企画展「大磯別邸　城山荘　－三井高棟が遺したもの－」
期　　間／平成 29 年 10 月 21 日（土）～ 12 月 3 日（日）
開場日数／ 36 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室、廻廊
出品点数／約 100 点
料　　金／無料
観覧者数／ 5,371 人
趣　　旨／大磯の城山に構えられた北三井家別邸「城山荘」をテー
マに取り上げ、建築的特徴や当主高棟と妻苞子の城山荘での暮ら
しを紹介する。
内　　容／「三井高棟と苞子」、「城山荘での暮らし」、「城山荘の
建築」の三つのテーマで城山荘を紹介した。
(1) 三井高棟と苞子
城山荘の主であった三井高棟がどのような人物であったのかを、
パネルを使って紹介した。
(2) 城山荘での暮らし 
高棟引退後の城山荘での暮らしを、城山荘の窯場で焼かれた磁器
や高棟が描いた絵画を展示することによって紹介した。
(3) 城山荘の建築
株式会社久米設計の協力を得て、城山荘の建築的特徴や、城山荘
を設計した久米権九郎の事績などを紹介した。
(4) その他 
三井文庫所蔵、三井記念美術館編集の記録映像「城山荘の想い出―東伏見宮大妃御訪問―」及び稲葉
和也氏監修、橋本博氏編集の記録映像「国宝・如庵運搬の記録映像」を放映した。また、関連企画と
して「城山荘の想い出」を募集した。期間中の投書は 4 通だったが、掲示に至る情報を得ることは
できなかった。企画展開催に併せて、常設展示中の「城山荘軸組模型」の解説を、株式会社久米設計
の協力を得て追加した。

〔関連行事〕
担当学芸員による展示解説
日　　時／〔第 1 回〕平成 29 年 10 月 29 日（日） 13 時 30 分～ 14 時、〔第 2 回〕平成 29 年 11
月 26 日（日） 13 時 30 分～ 15 時
会　　場／大磯町郷土資料館 企画展示室
参加人数／〔第 1 回〕26 人、〔第 2 回〕35 人
内　　容／担当学芸員が企画展示の内容を 30 分程度で解説した。11 月 26 日は県立大磯城山公園の
園内散策もあわせて行った。

（担　当）富田・久保庭
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春季企画展「ちょっと昔の暮らしと道具」
期　　間／平成 30 年 2 月 3 日（土）～ 3 月 31 日（土）
開場日数／ 48 日間
会　　場／郷土資料館 研修室
出品点数／約 100 点
料　　金／無料
観覧者数／ 5,378 人
趣　　旨／当館で収蔵する民具のうち、昭和初期から現在にか
けて利用されてきた道具をテーマごとに分け、大磯町のちょっ
と昔の暮らしと道具を紹介する。
内　　容／「暮らしの道具」、「仕事の道具」、「なつかしの電化
製品」の 3 つのテーマで暮らしのなかで身近に利用されてき
た民具を紹介した。
(1) 暮らしの道具
家のなかで利用されてきた道具を「衣」、「食」、「住」を軸に紹
介した。
資料：衣類、アイロン、裁縫箱、洗濯板、箱膳、ちゃわん、お
ひつ、炊飯器、石臼、火鉢、火箸、行火、炬燵など
(2) 仕事の道具

「海の仕事」（漁業）と「丘の仕事」（農業）とに分け、それぞれの生業で利用されていた道具を紹介した。
資料：写真パネル、丸チゲ、アンバリ、マイワイ、ウナイグワ、サクリグワ、マンガなど
(3) なつかしの電化製品
三種の神器と呼ばれた電気冷蔵庫や電気洗濯機、白黒テレビを中心に大型の生活道具を紹介した。
資料：電気冷蔵庫、電気洗濯機、白黒テレビ、氷式冷蔵庫
(4) その他
関連企画として「あなたにとっての懐かしい道具は何ですか？」アンケートを実施し、回答結果の一
部を展示室に掲示した。

〔関連行事〕
① 　担当学芸員による展示解説
日　　時／〔第 1 回〕平成 30 年 2 月 3 日（土）、〔第 2 回〕3 月 11 日（日）いずれも 13 時 30 分
～ 14 時頃
会　　場／郷土資料館 企画展示室
参加人数／〔第 1 回〕7 人、〔第 2 回〕5 人
内　　容／担当学芸員が企画展示の内容を 30 分程度で解説した。
② 　さわれる展示
日　　時／〔第 1 回〕平成 30 年 2 月 12 日（月・祝）、〔第 2 回〕3 月 18 日（日）いずれも 10 時～ 12 時、
14 時～ 16 時
会　　場／郷土資料館 研修室、中庭
参加人数／〔第 1 回〕33 人、〔第 2 回〕37 人
内　　容／テーマに関する資料のうち、保存状態が良好な資料を研修室や中庭で来館者に触れていた
だいた。
資料：ウナイグワ、トグワ、マンガ、ショイカゴ、テンビンボウ、ショイバシゴ、コナヒキウス等

（担　当）川邉

■ ミニ企画展
ミニ企画展「大磯の災害」
期　　間／平成 29 年 9 月 5 日（火）～ 9 月 21 日（木） 
開場日数／ 15 日間
会　　場／郷土資料館 廻廊
出品点数／ 9 点
料　　金／無料
入館者数／ 1,143 人
趣　　旨／大磯の災害史をわかりやすく伝え続けるために、平成 24 年度春季企画展として開催した

「大磯の災害」展の内容をパネルにまとめた。震災直後は、地域で過去に起きた災害を振り返り、防
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災に役立てる動きが活発になったが、時間が経った今、災害に対する関心が薄れてきていることは否
めない。改めて、大磯の過去の災害を振り返る機会として、「大磯の災害」パネル展を開催する。
内　　容／大磯の災害を「地震」、「風水害」、「噴火」の 3 つのテーマに分け、大磯町のマスコットキャ
ラクター「いそべぇ」と「あおみ」の会話形式による解説によってまとめたパネルの内、今回はちょ
うど 100 年前の大正 6 年に発生した高潮を意識して「風水害」、「噴火」の 2 つのテーマでまとめた
パネルを展示した。

（担　当）富田

ミニ企画展「石仏クラブ　平成 29 年度の活動報告」
期　　間／平成 30 年 3 月 2 日 ( 金 ) ～ 4 月 27 日 ( 金 )
開場日数／ 26 日間
開　　場／郷土資料館 廻廊
出品点数／ 16 点
料　　金／無料
入館者数／ 5,068 人
趣　　旨／当館では、年間を通して歴史や民俗、自然に関する講座を実施している。現在、7 つの講
座が開講されており、「石仏クラブ」はその中のひとつである。仏像だけでなく、石塔や記念碑、境
界石などの石造物の再調査を目的として、平成 23 年度から活動を行っている。このたびのパネル展
では、石仏クラブの活動を紹介するとともに、新たに確認された石造物の一部を紹介する。
内　　容／石仏クラブの発足の経緯、調査概要とともに新たに記録した石造物、記録修正が必要な石
造物、移動した石造物の類例を示して紹介した。

（担　当）川邉

■ 学級・講座
＜古文書裏打クラブ＞
期　　日／平成 29 年 4 月 15 日 ( 土 )、5 月 20 日 ( 土 )、6 月
17 日 ( 土 )、7 月 15 日 ( 土 )、8 月 19 日 ( 土 )、9 月 16 日 ( 土 )、
11 月 18 日 ( 土 )、12 月 16 日 ( 土 )、平成 30 年 1 月 20 日
( 土 ) 、2 月 17 日 ( 土 )、3 月 17 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
講    師／鵜飼レイ子氏、中村ふぢ氏、吉原悦子氏
参加人数／延 102 人
内　　容／裏打ちの技術を学びながら、当館で所蔵している古
文書の裏打ちを行うワークショップ。博物館資料の整理という
ボランティア的な性格をもつ活動として位置づけ、平成 16 年度から継続している。活動内容は、昨
年度に引き続き、襖に下張りされていた古文書の資料化を進めた。会員を随時募集し、今年度は 1
名の新規入会があった。

（担　当）富田

＜古文書解読クラブ＞
期　　日／平成29年4月8日(土)、5月6日(土)、6月3日(土)、
7 月 8 日 ( 土 )、8 月 5 日 ( 土 )、9 月 2 日 ( 土 )、10 月 7 日 ( 土 )、
11 月 4 日 ( 土 )、12 月 2 日 ( 土 )、平成 30 年 1 月 6 日 ( 土 )、
2 月 3 日 ( 土 )、3 月 31 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 85 人
内　　容／郷土資料館が所蔵する古文書を会員と共に解読する
ことにより、大磯の歴史を学び、古文書資料の活用を図ること
を目的として、平成 24 年度から毎月第一土曜日を原則として
活動を始めた。町指定文化財である大磯宿小島本陣資料の休泊帳を解読し、翻訳文を刊行することを
目指している。また、引き続き、会員有志で毎週金曜日の活動を行い、大正期の大磯町の助役日誌を
解読している。なお、今年度は新規会員を募集しなかった。

（担　当）富田
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＜写真整理クラブ＞
期　　日／平成 29 年 4 月 23 日 ( 日 )、5 月 14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 )、6 月 11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )、
7 月 23 日 ( 日 )、8 月 13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 )、9 月 10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )、10 月 15 日 ( 日 )、
11 月 12 日 ( 日 )・26 日 ( 日 )、12 月 10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )、平成 30 年 1 月 14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 )、
2 月 25 日 ( 日 )、3 月 11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 67 人
内　　容／郷土資料館が所蔵する写真を会員と共に整理し、資料の活用を図ることを目的として、平
成 28 年度から毎月第二、第四日曜日を原則として活動を始めた。活動内容としては、『広報おおいそ』
担当者が撮影した写真のフィルムをスキャンし、デジタル化した。また、必要に応じてフィルムの清
掃を行った。

（担　当）富田

＜石仏クラブ＞
期　　日／平成 29 年 10 月 7 日 ( 土 )、11 月 4 日 ( 土 )、12 月 2 日 ( 土 )、平成 30 年 1 月 20 日 ( 土 )、
2 月 3 日 ( 土 )、3 月 3 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 35 人
内　　容／本町では、過去に石造物の悉皆調査を実施し、その成果を大磯町文化財調査報告書（「石
造物調査報告書」(1) ～ (7)、昭和 59 年～平成 7 年）としてまとめている。調査後、かなりの年月が
経過しており、既に盗難、破損、移動、新設された石造物も少なくないことから、報告書をもとに所
在調査を兼ねて町内石造物を訪ね、学び、楽しむ機会とし、そして、このことが地域の文化的資産と
しての石仏（石造物）について一層の感心を高め、保護保全への動機付けにつながることを期待して
平成 23 年度に開始した。リニューアル事業等他の事業との兼ね合いから、平成 27 年度から一時休
止としていたが、平成 29 年 10 月から再開した。本年度は、旧国府町地区の調査を実施した。

（担　当）川邉

＜民俗資料整理ボランティア＞
期　　日／平成 30 年 2 月 22 日 ( 木 )・23 日 ( 金 )・24 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館内
参加人数／延 5 人
内　　容／ボランティアの協力を得て、集中的に館蔵民俗資料の整理作業を行った。収蔵庫内の資料
と台帳を照合するとともに、資料の保存状態や荷札の有無・破損等を確認し、必要に応じて処理を行っ
た。

（担　当）川邉

＜大磯自然観察会＞
期　　日／平成 29 年 4 月 22 日 ( 土 )、5 月 27 日 ( 土 )、6 月
10 日  ( 土 )、7 月 8 日 ( 土 )、8 月 26 日 ( 土 )、9 月 23 日 ( 土 )、
11 月 11 日 ( 土 )、12 月 9 日 ( 土 )、平成 30 年 1 月 27 日 ( 土 )、
2 月 10 日 ( 土 )・24 日 ( 土 )、3 月 10 日 ( 土 )・24 日 ( 土 )
※ 10 月 14 日 ( 土 ) は雨天のため中止とした。
場　　所／神奈川県立大磯城山公園
参加人数／延 148 人
内　　容／本ワークショップは、植物の調査を通して植物に関
する知識を深めるとともに身近な自然に親しむことを目的に平
成 11 年度に活動を開始した。これまでに第 1 次調査 秋の植物分布調査〔平成 11 年度・12 年度〕、
第 2 次調査 県立大磯城山公園の植物調査〔平成 13 ～ 17 年度〕、第 3 次調査 星槎湘南大磯キャンパ
ス（万台こゆるぎの森）の植物調査〔平成 18 ～ 20 年度〕、第 4 次調査 大磯運動公園と周辺地域の
植物調査〔平成 21 ～ 28 年度〕を実施してきた。平成 29 年度より、旧吉田茂邸が一般公開された
ことを契機として、調査対象地域を県立大磯城山公園、特に旧吉田茂邸地区に変更した。4 月から 9
月までの間は、旧吉田茂邸の来館者が極めて多く、調査に支障があったため、県立大磯城山公園の旧
三井別邸地区の花暦調査を行い、10 月から旧吉田茂邸地区の花暦調査を行った。

（担　当）北水・中原
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＜海の森クラブ＞
期　　日／平成 29 年 4 月 26 日 ( 水 )、5 月 24 日 ( 水 )、7 月
26 日 ( 水 )・27 日 ( 木 )、11 月 22 日 ( 水 )、12 月 20 日 ( 水 )、
平成 30 年 1 月 17 日 ( 水 )、2 月 14 日 ( 水 )、3 月 14 日 ( 水 )
場　　所／町内海岸、郷土資料館 研修室
参加人数／延 16 人
内　　容／本年度 8 年目となるワークショップ。大磯町の海
藻の目録化を目的として活動を進めている。本年度は、月ごと
に海藻の生育状況を確認するため、北浜海岸、照ヶ崎海岸と大
磯港の定点観察を実施した。また、7 月の海の教室『楽しい海
藻おしばづくり』で、海藻おしばづくりの指導にあたった。

（担　当）高山

＜海の教室＞
①　 磯の生き物観察会
期　　日／平成 29 年 6 月 24 日 ( 土 )
場　　所／大磯町照ヶ崎海岸
講　　師／福田　良昭氏（相模貝類研究談話会会長）
参加人数／ 15 人
②　 楽しい海藻おしばづくり
期　　日／平成 29 年 7 月 26 日 ( 水 )・27 日 ( 木 )
場　　所／郷土資料館 研修室
講　　師／高山優美（当館臨時職員）、長島美保、佐藤真理（海の森クラブ会員）
参加人数／ 52 人
内　　容／特定の学問分野に拘らず「海」をテーマに様々なことを体験し、楽しみながら海岸環境や
海産生物についての知識を深めることを目的に平成 12 年度から実施している。平成 29 年度は生き
物観察を中心に 2 種類の講座を実施した。楽しい海藻おしばづくりについては 7 月 26 日、27 日の
午前、午後 1 回ずつの計 4 回実施し、夏休みの自由研究に活用できる内容と好評を博した。

（担　当）北水・高山

■ 博物館実習
　平成 29 年度は 3 大学より 3 名の学生を受け入れた。実習期
間は 8 月 29 日から 9 月 9 日の間（9 月 3 日・4 日を除く）及
び 7 月 28 日（事前ガイダンス）、9 月 22 日（課題等提出）の
計 12 日間とした。
　博物館実習は例年、1 週目と 2 週目とでは作業内容を変えて
実施している。実習 1 週目は歴史、民俗、自然各分野の作業
や梱包、軸物等資料の取り扱いなど実務的な作業を行い、2 週
目は常設展示室の展示替実習を行った。展示替実習は実習生が
主体となって、企画立案から展示に至るまでの作業を進めるも
ので、本年度は「いつもの風景－町並みから見る大磯の今昔－」のタイトルで進めた。大磯町は、明
治期以降、海水浴場、別荘地として栄え、観光案内、ガイドブックで当時の様子を概観することがで
きる。そうした刊行物等に掲載されているのは名所、旧跡が主であり、日頃、目にする風景が残され
ることは少ない。本展示では、昭和初期から 40 年ごろの大磯の町並みの写真、また、現在の同じ場
所を撮影した写真を展示して町並みの移り変わりを楽しむ機会とした。

＜実習生＞
松本晟也、小杉彩、金子奈生
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＜課程＞

月日 曜日 午前 午後

7 月 28 日 金 ガイダンス／館内見学

8 月 29 日 火 講義（博物館活動の概要） 町内施設・史蹟等見学

8 月 30 日 水 資料梱包
資料梱包／特殊資料の取り扱い／展示
替実習打ち合わせ

8 月 31 日 木 旧吉田茂邸受付業務 民具の取り扱い／マンスリー民俗展示

9 月 1 日 金 常設展示歴史分野展示替
常設展示歴史分野展示替／展示替実習
打ち合わせ

9 月 2 日 土 講義（展示、教育普及活動の概要）
古文書解読クラブに参加／展示替実習
打ち合わせ

9 月 5 日 火 展示替実習（展示構想打合せ・パネル構成検討）

9 月 6 日 水 展示替実習（資料調査・原稿作成・写真撮影）

9 月 7 日 木 展示替実習（資料調査・写真撮影・原稿作成・リーフレット編集）

9 月 8 日 金 展示替実習（原稿作成・解説パネル編集・リーフレット編集）

9 月 9 日 土 展示替実習（写真撮影・解説パネル編集・リーフレット編集・片付）

9 月 22 日 金
展示替実習（ポスター展示・リーフレッ
ト製作・展示批評）

（担当）北水・富田・久保庭・川邉・國見

■ 研究活動
戦争中の大磯に関する調査
期　　日／平成 29 年 4 月 26 日 ( 水 )、6 月 3 日 ( 土 )、平成 30 年 2 月 10 日 ( 土 )・24 日 ( 土 )、
3 月 24 日 ( 土 )
内　　容／平成 27 年に終戦 70 年を迎え、戦争の記録が失われつつある中、大磯の戦時中の状況を
把握することを目的として、平成 28 年度から調査を始めた。昨年度に引き続き、今年度も空襲を体
験された方から聞き取り調査を行い、2 人の方にご協力いただいた。また、大磯駅裏に所在する特殊
地下壕の実測調査を行った。調査にあたっては当館職員の他、市原誠氏、藤田尚志氏にご協力いただ
いた。

（担　当）富田

■ 博物館資料の整備
＜資料整備委託＞
木造神像保存処理委託
業務内容／町指定有形文化財木造神像 11 躯のうち、1 躯について保存処理を行う。
契約期間／平成 29 年 5 月 2 日 ～ 3 月 16 日
請 負 者／光圓美術研究所

＜パネル製作委託＞
屋外パネル製作委託
業務内容／屋外展示資料の解説パネルを設置する。
　　　　　① 1 号丸型ポスト解説パネル　　　　　②外国人遊歩規程測量の測点
契約期間／平成 29 年 4 月 12 日～ 5 月 30 日
請 負 者／杉山アート
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■ 刊行物
＜図録・冊子＞
・リニューアルオープン 1 周年企画展図録『大磯別邸　城山荘－三井高棟が遺したもの－』

Ａ 4 判 48 頁 800 部（平成 30 年 10 月刊）
・企画展図録『元祖海水浴場・大磯』（第 2 刷） Ａ 4 判 12 頁 500 部（平成 30 年 1 月刊）
・『Report －大磯町郷土資料館だより』38 Ａ 4 判   8 頁 800 部（平成 30 年 2 月刊）
・大磯町郷土資料館建物概要 Ａ 4 判 16 頁 800 部（平成 30 年 3 月刊）
・『年報－平成 28 年度－』 Ａ 4 判 40 頁 400 部（平成 30 年 3 月刊）
・資料館資料 17『ワークショップ「海の森クラブの活動報告」』

Ａ 4 判 28 頁 500 部（平成 30 年 3 月刊）

＜チラシ・パンフレット＞
・企画展『ようこそアオバト楽会へ－新たに解明されたアオバトのふしぎ－』チラシ

Ａ 4 判両面 4,000 部（平成 29 年 7 月刊）
・リニューアルオープン 1 周年企画展『大磯別邸　城山荘－三井高棟が遺したもの－』チラシ

Ａ 4 判両面 4,000 部（平成 29 年 9 月刊）
・企画展『ちょっと昔の暮らしと道具』チラシ Ａ 4 判両面 4,000 部（平成 30 年 1 月刊）

■ 視察・見学対応
＜視察・見学の月別件数＞ 単位：団体

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
視　察 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 4
見　学 1 5 5 1 1 4 2 12 0 2 2 3 38

＜視察対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・藤沢市長、企画政策部秘書課／ 4 月 14 日／ 2 人（佐川）
・神奈川県県議会議員及び湘南地域県政総合センター／ 7 月 25 日／ 9 人（佐川・久保庭）
・国土交通省／ 9 月 28 日／ 10 人（佐川・國見）
・座間市教育委員会関係団体／ 11 月 7 日／ 13 人（川邉）

＜見学対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・歴史研究会／ 4 月 18 日／ 15 人（北水）
・湘南考古学同好会／ 5 月 14 日／ 18 人（國見）
・山北町岸連合自治会／ 5 月 18 日／ 16 人（北水）
・個人／ 5 月 19 日／ 4 人（國見）
・山北町文化財ガイド友の会／ 5 月 25 日／ 14 人（國見）
・葛川サミット／ 5 月 31 日／ 10 人（北水）
・国府保育園保護者会／ 6 月 4 日／ 20 人（北水）
・個人／ 6 月 11 日／ 1 人（國見）
・平塚市博物館展示ボランティアの会／ 6 月 15 日／ 19 人（北水）
・大磯町体育協会／ 6 月 24 日／ 50 人（久保庭）
・全国大学博物館学講座協議会／ 6 月 25 日／ 60 人（國見）
・神奈川県植物誌調査会　藤沢グループ／ 7 月 4 日／ 4 人（北水）
・神奈川県植物誌調査会　鎌倉グループ／ 8 月 8 日／ 2 人（北水）
・相模原市内団体／ 9 月 3 日／ 12 人（國見）
・坪井楽ボラの会／ 9 月 12 日／ 35 人（富田）
・考古 17 年会／ 9 月 27 日／ 19 人（川邉）
・串橋歴史散策会／ 9 月 29 日／ 15 人（川邉）
・史跡美術同攷会／ 10 月 9 日／ 23 人（久保庭）
・相模原市立麻溝公民館／ 10 月 26 日／ 39 人（久保庭）
・かわさき市民アカデミー／ 11 月 8 日／ 45 人（鈴木一男）
・寿会／ 11 月 8 日／ 13 人（富田）
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・木造建築文化総合センター／ 11 月 8 日／ 20 人（富田）
・朝日アウトドア教養講座／ 11 月 9 日／ 25 人（川邉）
・神奈川県社会科部会／ 11 月 11 日／ 20 人（北水）
・朝日アウトドア教養講座／ 11 月 14 日／ 25 人（富田）
・東海大学 OB 会／ 11 月 18 日／ 15 人（富田）
・個人／ 11 月 19 日／ 8 人（國見）
・朝日アウトドア教養講座／ 11 月 22 日／ 25 人（富田）
・朝日アウトドア教養講座／ 11 月 24 日／ 25 人（富田）
・埼玉県博物館連絡協議会南部地域／ 11 月 28 日／ 25 人（富田）
・ささゆり会／ 11 月 30 日／ 20 人（川邉）
・相模原市立博物館民俗調査会／ 1 月 10 日／ 10 人（川邉）
・城と緑を考える会／ 1 月 28 日／ 30 人（富田）
・神奈川歴史まち歩きツアー／ 2 月 15 日／ 35 人（川邉）
・三島市郷土資料館ボランティア／ 2 月 27 日／ 30 人（富田）
・二宮町退職校長会／ 3 月 3 日／ 11 人（久保庭）
・神奈川県立歴史博物館　金曜班ボランティアグループ／ 3 月 9 日／ 12 人（富田）
・個人／ 3 月 15 日／ 11 人（川邉）

■ 取材対応
＜刊行物＞

（郷土資料館行事）
・朝日新聞　平成 29 年 4 月掲載日未詳「企画展関連企画講演会『吉田茂と大磯』について」（富田）
・読売新聞　平成 29 年 7 月 16 日掲載 「アオバトなぜ海水飲むの？大磯で企画展　写真などで生態
説明」（北水）
・タウンニュース　平成 29 年 7 月 28 日掲載 「郷土資料館でアオバト展　写真とパネルで生態紹介」
（北水）
・タウンニュース　2017 年 10 月 27 日掲載 「在りし日の城山荘を紹介　大磯町郷土資料館が企画展」
（富田・池田）
・読売新聞　平成 29 年 10 月掲載日未詳「企画展『大磯別邸城山荘』の紹介」（富田）
・月刊散歩の達人 3 月号（平成 30 年 1 月 21 日発行） 「祭り & イベントカレンダーで、白岩神社祭礼
（歩射）を紹介」（川邉）
・タウンニュース　2018 年 2 月 23 日掲載　「『ちょっと昔』を懐かしむ　大磯郷土資料館で企画展」
（川邉）
・リビング平塚・大磯・二宮　2018 年 3 月 17 日号　情報パレット「大磯町郷土資料館　春季企画
展　ちょっと昔の暮らしと道具」（川邉）

（明治 150 年記念事業関連）
・中国新聞　掲載日未詳「明治 150 年関連施策　明治記念大磯邸園（仮称）設置」（富田）
・産経新聞　平成 30 年 3 月 31 日「別荘文化のまち神奈川・大磯にもかつて皇族邸　梨本宮 “ 戦犯 ”
ぬれぎぬで一時収監も」（富田）

＜テレビ＞
・湘南ケーブルネットワーク『ワイド情報カフェ湘南館（平成 29 年 6 月 27 日他放送）』「海の教室『磯
の生き物観察会』」（北水）
・NHK BS プレミアム『偉人たちの健康診断（平成 29 年 6 月 28 日放送）』「新選組を診た男・松本
順の健康法『海水浴法』」（富田）
・湘南ケーブルネットワーク『くらだし（平成 29 年 7 月 1 日他放送）」』「海の教室『磯の生き物観察会』」
（北水）
・湘南ケーブルネットワーク『ワイド情報カフェ湘南館（平成 29 年 2 月 20 日他放送）』「平成 29 年
度春季企画展『ちょっと昔の暮らしと道具』を紹介」（川邉）

＜ラジオ＞
・CBC ラジオ『多田しげおの気分爽快～朝から P.O.N（平成 29 年 7 月 27 日放送）』「アオバトの生態
と分布、そしてアオバトの魅力」（北水）
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・FM 湘南ナパサ『ナパサ☆タイムス Afternoon（平成 29 年 8 月 31 日放送）』「企画展『ようこそア
オバト楽会へ』」（北水）

■ 博物館資料の収集、整備、利用
＜寄贈資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2017-0401 H29.4.18 古写真（旧吉田茂邸） 4 古瀬恭良

2017-0501 H29.5.5 風呂敷 （吉田茂書）他 6 高松恭子

2017-0601 H29.6.13 ハリバコ（針箱）他 5 池田和子

2017-0602 H29.5.17 網張図（コピー）他 一括 西山敏夫

2017-0701 H29.7.11 吉田茂書簡 1 曽田成則

2017-0704 H29.7.15 タイマイ（剥製） 1 鈴木道子

2017-0803 H29.8.16 如庵写真 6 稲葉和也

2017-0804 H29.8.30 城山荘軸組模型 1 林務

2017-0805 H29.8.30 城山荘写真 51 仲野武夫

2017-0901 H29.9.16 葉書 6 石井清吾

2017-0902 H29.9.22 オカモチ 1 池田和子

2017-0903 H29.9.28 置時計、デスクライト、硯箱 一括 竹内三郎

2017-1001 H29.10.24 写真（台風 21 号跡） 67 飯田福信

2017-1002 H29.10.27 写真（旧吉田茂邸庭園） 2 竹内三郎

2017-1003 H28.11.8 ソロバン 1 柏崎一郎

2017-1101 H29.11.17 三井家地境石標 1 林務

2017-1102 H29.11.28 吉田茂風刺漫画集　他 2 長嶋徹

2017-1103 H29.11.30 相模国淘綾郡山西村東海道家並図 1 西山敏夫

2017-1201 H29.12.28 写真（吉田茂肖像）他 3 竹内三郎

2018-0103 H30.1.25 写真 2 柳田進

2018-0104 H30.1.25 色紙「こけし雛の図」 1 古川恂

2018-0201 H30.2.9 書簡、葉書 13 柴田紳一

2018-0302 H30.3.31 吉田茂肖像画他 36 自由民主党

＜移管資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2017-0502 H29.5.26 扁額 1 国府幼稚園

2017-0703 H29.7.13 国府幼稚園文書 一括 子育て支援課

2017-0806 H29.8.30
写真アルバム（国府幼稚園新園舎落成
関係）

1 子育て支援課
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＜採集資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2018-0202 H30.2.28 お船祭木遣り船唄 3 宮代範幸

＜購入資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2017-0801 H29.8.3 相模国府址推定図 2 永森書店

2017-0802 H29.8.3 絵本曽我物語 10 福地書店

2018-0101 H30.1.16 絵葉書 10 永森書店

2018-0102 H30.1.24 吉田茂書簡 1 東城書店

＜寄託資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2016-0402 H28.4.1 菊池重三郎関係資料 一括 個人

2016-0403 H28.4.1 書籍 2 個人

2016-0404 H28.4.1 獅子頭 2 裡道区長

2016-0405 H28.4.1 子ども会旗・七夕資料 他 一括
西小磯西子ども
育成会会長

2016-0406 H28.4.1 吉田茂杯 他 5 大磯中学校

2016-0407 H28.4.1 稲荷講資料 一括 個人

2016-0408 H28.4.1 画幅 1 個人

2016-0409 H28.4.1 四季耕作図 他 9 個人

2016-0410 H28.4.1 木造神像 他 12 高来神社

2016-0411 H28.4.1 掛軸 他 一括
西小磯西区長・
西小磯東区長

2016-0412 H28.4.1 統監帽 他 一括 西小磯東区長

2016-0413 H28.4.1 書幅 1 個人

2016-0414 H28.4.1 扁額、壺 2 国府中学校

2016-0415 H28.4.1 屏風 他 一括 南本町区長

2016-0416 H28.4.1 雛人形 一括 個人

2016-0417 H28.4.1 高札 3 個人

2016-0418 H28.4.1 大久保家資料 1 個人

2016-0419 H28.4.1 脇差 1 個人

2016-0420 H28.4.1 鈴木芳如関係資料 10 個人

2016-0421 H28.4.1 画幅 2 個人

2016-0422 H28.4.1 脇差 他 8 個人
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2016-0423 H28.4.1 脇差 他 8 個人

2016-0424 H28.4.1 脇差 1 個人

2016-0426 H28.4.5 杉戸絵、名板 一括 ( 株 ) 渓泉

2016-0610 H28.6.29 袖がらみ、高札 2 個人

2016-1003 H28.10.13 国府祭鷺舞資料 一式
六所神社
柳田直継

2017-0702 H29.7.13 城山荘関係資料 48 個人

2017-1004 H29.10.26 招仙閣関係資料 26 東光院

2018-0105 H30.1.5 日本国憲法草案 2 個人

（寄託期間：H28.4.1 ～ H30.3.31）

＜資料の館外貸出＞

資料名 点数 利用目的 年月日 申請者

ウナイグワ他 7 授業 H29.5.12 ～ 5.15 個人

獅子頭 1 祭事 H29.7.15 ～ 7.16 個人

随神（箱入） 他 5 祭事 H29.7.13 ～ 7.19 個人

堂後下横穴墓群出土直刀
（切先）他

4 資料保存処理委託
H29.8.29 ～
H30.3.23

東都文化財保
存研究所

ウナイグワ他 7 授業 H29.9.23 ～ 9.30 個人

ハコメガネ他 3 授業 H29.10.7 ～ 10.10 個人

統監帽他 6 地区文化祭展示 H29.10.28 ～ 10.29 個人

絵画『村落』、『早春』、『大
磯燈台』

3 特別展展示 H29.10.31 ～ 11. 7 個人

絵画『村落』 １ 修復 H29.11. 7 ～ 11.26 個人

大磯町内横穴墓群、古墳
出土品

39 巡回展展示 H29.11.30 ～ 12.28
神奈川県教育
委員会

コナヒキウス 2 実演 H29.11.30 ～ 12.28 個人

『澤田美喜』展図録 1 研究 H29.12.12 ～ 12.28 個人

写真集『城山荘』 1 研究 H30.1.12 ～ 3.30 ( 株 ) 久米設計

衣装 1 出前講座 H30.1.27 個人

伊勢原バス停標識 1 講座 H30.2.24 ～ 2.28 個人

伊藤博文掛軸 他 8 祭事 H30.3.3 ～ 3.4 個人
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
撮影（研究・学術利用） 5 3 4 2 10 1
撮影（刊行物掲載） 3 0 0 0 1 1
撮影（放映・動画配信） 0 0 3 0 4 0
撮影（ウェブ掲載） 0 0 1 2 0 1
撮影（イベント利用） 0 0 0 1 0 0
撮影（個人利用） 6 7 4 1 2 2
データ利用（刊行物掲載） 0 0 0 0 0 0
データ利用（イベント利用） 0 0 0 0 0 0

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
撮影（研究・学術利用） 3 4 1 5 2 3 43
撮影（刊行物掲載） 3 1 0 0 2 2 13
撮影（放映・動画配信） 0 2 1 1 1 0 12
撮影（ウェブ掲載） 0 1 0 0 1 1 7
撮影（イベント利用） 2 1 0 1 0 0 5
撮影（個人利用） 2 6 1 3 3 4 41
データ利用（刊行物掲載） 2 0 0 1 0 0 3
データ利用（イベント利用） 0 0 0 0 1 1 2

＜資料の特別利用（大磯町郷土資料館）＞

■ 文献資料収集状況
＜寄贈機関・関係団体リスト一覧＞

《県内》
[ 大磯町 ] エリザベス・サンダース・ホーム、澤田美喜記念館、大磯ガイドボランティア協会、

大磯太極拳協会、大磯中学校ＰＴＡ広報委員会
[ 茅ヶ崎市 ] 茅ヶ崎市教育委員会
[ 秦野市 ] 秦野市教育委員会、野生動物救護の会
[ 藤沢市 ] 有明文化財研究所、湘南考古学同好会、藤沢市教育委員会、藤沢市藤澤浮世絵館、

藤沢市文書館
[ 平塚市 ] 東海大学課程資格教育センター、平岡学園平岡幼稚園、平塚市教育委員会、平塚市

博物館
[ 寒川町 ] 寒川町教育委員会、寒川文書館
[ 小田原市 ] 小田原市教育委員会、小田原市郷土文化館、小田原市立図書館、小田原城天守閣、

神奈川県立生命の星・地球博物館、神奈川地学会、報徳博物館
[ 山北町 ] 山北町地方史研究会
[ 横浜市 ] アカデミック・リソース・ガイド、アーク・フィールドワークシステム、岩崎博物

館、馬の博物館、かながわ考古学財団、神奈川県観光企画課、神奈川県教育委員会、
神奈川県庁、神奈川県博物館協会、神奈川県文化財課、神奈川県民俗芸能保存協会、
神奈川県立公文書館、神奈川県立図書館、神奈川県立歴史博物館、神奈川新聞社、
神奈川大学、神奈川文学振興会、国際協力機構横浜国際センター海外移住資料館、
玉川文化財研究所、日本郵船歴史博物館、横浜開港資料館、馬事文化財団、横浜市
泉土木事務所、横浜市教育委員会、横浜市教育委員会生涯学習文化財課、横浜植物会、
横浜市都市整備局、横浜都市発展記念館、横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財セン
ター、横浜市三殿台考古館、横浜市歴史博物館、横浜みなと博物館

[ 川崎市 ] 川崎市市民ミュージアム、川崎市立日本民家園
[ 鎌倉市 ] 鎌倉考古学研究所、かまくら春秋社、鎌倉市教育委員会、鎌倉文化研究会、斉藤建設、

鶴岡八幡宮社務所
[ 横須賀市 ] 観音崎自然博物館、横須賀市教育委員会、横須賀市自然・人文博物館、横須賀美術

館
[ 逗子市 ] 逗子市教育委員会
[ 葉山町 ] 葉山しおさい博物館
[ 三浦市 ] 三浦市教育委員会
[ 厚木市 ] 厚木市教育委員会
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[ 相模原市 ] アオイ建設、イソビク相模原市、相模原市教育委員会、相模原市立博物館、リバティ
ホーム

[ 海老名市 ] 海老名市教育委員会
[ 大和市 ] グリーンハウジング、大和市教育委員会
[ 綾瀬市 ] 綾瀬市教育委員会
[ 清川村 ] 丹沢自然保護協会

《県外》
[ 茨城県 ] 稲敷市歴史民俗資料館、かすみがうら市郷土資料館、かすみがうら市歴史博物館、

上高津貝塚ふるさと歴史の広場、土浦市立博物館
[ 埼玉県 ] 春日部市教育委員会、上里町教育委員会、上里町立郷土資料館、上里町立図書館、

高麗神社社務所、埼玉県立川の博物館、埼玉県立歴史と民俗の博物館、日高市遺跡
調査会、ふじみ野市教育委員会、富士見市立難波田城資料館、三芳町教育委員会、
立正大学博物館

[ 千葉県 ] 伊能忠敬記念館、国立歴史民俗博物館、市立市川考古博物館、市立市川歴史博物館、
夷隅川流域史研究会、館山市立博物館、千葉市立加曽利貝塚博物館、千葉県博図公
連携事業実行委員会、船橋市郷土資料館、松戸市立博物館

[ 東京都 ] 青山学院大学、吾妻考古学研究所、イソビク東京営業所、板橋区教育委員会、板橋
区立郷土資料館、大田区立郷土博物館、大田区文化振興協会、大森海苔のふるさと会、
お札と切手の博物館、お茶の水女子大学、外務省外交史料館、学習院大学、鹿島出
版会、旧軍港市日本遺産活用推進協議会、駒澤大学禅文化歴史博物館、交通新聞社、
国学院大学文学部考古学研究室、国際文化財、国立科学博物館、国家公務員共済組
合連合会、財界研究所、JCII フォトサロン、杉並区役所、杉並区教育委員会、杉並
区立郷土博物館、大成エンジニアリング、タクトホーム、多摩市文化振興財団パル
テノン多摩、玉川大学、玉川大学教育博物館、中央区教育委員会、調布市郷土博物館、
東京家政学院生活文化博物館、東京家政大学博物館、東京都江戸東京博物館、豊島
区立郷土資料館、豊島区立雑司が谷旧宣教師館、日本建築士事務所協会連合会、日
本博物館協会、パスコ、日野市役所、日野市立新選組のふるさと歴史館、府中市郷
土の森博物館、物流博物館、文化庁、文部科学省、法政大学、ポプラ社、町田市教
育委員会、港区教育委員会、港区立港郷土資料館、明治大学、靖国神社社務所、吉
川弘文館

[ 静岡県 ] 静岡県立美術館、静岡市立登呂博物館、沼津市歴史民俗資料館、三島市郷土資料館、
焼津市歴史民俗資料館

[ 愛知県 ] 安城市教育委員会生涯学習部、安城市歴史博物館、一宮市尾西歴史民俗資料館、名
古屋鉄道、豊橋市二川宿本陣資料館、豊橋市美術博物館、豊橋市美術博物館友の会

[ 山梨県 ] 環境省自然環境局生物多様性センター、南アルプス市教育委員会
[ 群馬県 ] 渋川市教育委員会、スナガ環境測設
[ 長野県 ] 茅野市教育委員会、茅野市八ヶ岳総合博物館
[ 新潟県 ] 奥山荘郷土研究会、十日町市教育委員会、十日町市博物館、新潟市文化スポーツ部

歴史文化課
[ 岐阜県 ] 垂井町教育委員会、藤村記念館
[ 三重県 ] 亀山市、鈴鹿市考古博物館
[ 和歌山県 ] 和歌山県立自然博物館
[ 奈良県 ] 奈良県立大学ユーラシア研究センター事務局、奈良文化財研究所埋蔵文化財センター
[ 滋賀県 ] 草津宿街道交流館
[ 京都府 ] 思文閣
[ 大阪府 ] 大阪市立自然史博物館、大阪府阪南市教育委員会、大和ハウス工業、富田林市教育

委員会、吹田市立博物館
[ 兵庫県 ] たつの市立龍野歴史文化資料館、人と防災未来センター
[ 広島県 ] 熊平製作所
[ 高知県 ] 高知県牧野記念財団
[ 佐賀県 ] 有田町教育委員会
[ 岩手県 ] 奥州市牛の博物館
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[ 青森県 ] 青森県、青森県立郷土館
[ 北海道 ] 帯広百年記念館、美幌博物館

旧吉田茂邸（郷土資料館別館）学芸活動

■ ミニ企画展
ミニパネル展「旧吉田茂邸の建築－その変遷と吉田五十八による近代数寄屋建築の特徴－」
期　　間／平成 29 年 9 月 2 日 ( 土 ) ～ 平成 30 年 3 月 31 日 ( 土 ) 
開場日数／ 170 日間
会　　場／旧吉田茂邸 展示・休憩室
観覧者数／ 47,641 人
趣　　旨／平成 21 年 3 月に焼失した旧吉田茂邸の再建工事が完了し、郷土資料館の別館として平成
29 年４月に開館した。今回は、旧吉田茂邸の建築に焦点をあて、明治期から昭和期における建物の
変遷および、昭和 30 年代に増改築された吉田五十八設計の新館棟に注目し、吉田五十八の近代数寄
屋建築の紹介を中心にミニパネル展を開催する。

（内　容）旧吉田茂邸の建築に焦点をあて、明治期から昭和期における建物の変遷および、昭和 30
年代に増改築された吉田五十八設計の新館棟に注目し、吉田五十八の近代数寄屋建築の特徴等紹介し
た。また、建物焼失前と比較して、現在の邸宅がどのように焼失前の邸宅を復元したのかについても
ふれた。あわせて展示スペースで、焼失を免れた邸宅の瓦などを展示した。
(1) 旧吉田茂邸建物の変遷と概要
町立図書館が所蔵する行政文書等から、土地建物の変遷をたどった。また、再建前後の建物を平面図
で比較した。
(2) 吉田五十八の近代数寄屋建築
吉田五十八の近代数寄屋建築の特徴を取り上げたほか、あわせ
て神奈川県内にある吉田五十八設計の建築を紹介した。

〔関連行事〕
講演・見学会「旧吉田茂邸の建築と吉田五十八」
開催日／平成 29 年 11 月 11 日 ( 土 )
場所／旧吉田茂邸 研修室および旧吉田茂邸内
講師／講演会：板垣 元彬氏（建築家 吉田五十八関係者）

見学会：増田 健作氏・平 宏明氏（( 株 ) 文化財工学研究所）
参加人数／講演会 30 人、見学会 32 人
趣旨／旧吉田茂邸の設計に携わった建築家・吉田五十八につい
て、吉田五十八の弟子であった板垣元彬氏に建築の特徴や人物
のエピソードなどについてお話いただき、旧吉田茂邸の建築へ
の理解を深める。
内容／講師より旧吉田茂邸の建築に関してご講話いただいた
後、邸内の見学会を行った。

（担　当）久保庭

■ 決断に特化した旧吉田茂邸独自イベント
吉田茂が旧吉田茂邸において国政の重大な決断を行ったことに因み、決断に特化した独自のイベン

トを行った。

就職活動支援セミナー
〔第 1 回〕
開催日／平成 29 年 10 月 14 日 ( 土 )
場所／旧吉田茂邸 研修室
講師／柴田 明彦（大磯町旧吉田茂邸担当参与）
参加人数／ 4 人
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〔第 2 回〕
開催日／平成 29 年 10 月 28 日 ( 土 )
場所／旧吉田茂邸 研修室
講師／柴田 明彦（大磯町旧吉田茂邸担当参与）
参加人数／ 20 人

決断の聖地・旧吉田茂邸講演会
「日々これ決断という修羅場がビジネス・プロデューサーを鍛える」
開催日／平成 29 年 11 月 18 日 ( 土 )
場所／旧吉田茂邸 研修室
講師／柴田 明彦（大磯町旧吉田茂邸担当参与）
参加人数／ 17 人

決断講演会／ショー
「フラメンコダンサー・永田健」
開催日／平成 29 年 11 月 27 日 ( 月 )
場所／旧吉田茂邸
講師／永田 健氏（フラメンコダンサー）
参加人数／ 22 人

（担　当）川邉

■ 旧吉田茂邸内解説案内
開催日／毎週水曜日　　※第 1 回は平成 29 年 8 月 2 日 ( 水 )
場所／旧吉田茂邸
解説案内／久保庭・飯野・鈴木千津
内容／利用者より旧吉田茂邸の案内の要望が多く寄せられたため、毎週水曜日の 3 時から 30 分程度、
邸内の案内を行った。

（担　当）久保庭

■ 博物館資料の整備
＜収蔵資料整備＞
映像フィルムデジタル化委託
業務内容／財団法人吉田茂国際基金から寄贈された映像 16 ｍｍフィルム「吉田氏　訪台映画」の保
存処理を行った。
履行期間／平成 29 年 11 月 7 日 ～平成 30 年 1 月 31 日
委託先／ ( 株 ) 東京光音

■ 刊行物
＜図録・冊子＞
・旧吉田茂邸落成記念企画展図録『吉田茂－その生涯と大磯－』（第 2 刷）

Ａ 4 判 40 頁 2,500 部（平成 30 年 10 月刊）
・旧吉田茂邸建物概要 Ａ 4 判 20 頁 800 部（平成 30 年 2 月刊）

＜チラシ・パンフレット＞
・旧吉田茂邸パンフレット Ａ 4 判両面 75,000 部（平成 29 年 6 月刊）
・旧吉田茂邸パンフレット Ａ 4 判両面 50,000 部（平成 29 年 11 月刊）
・展示解説シート『大磯と吉田茂』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 29 年 11 月刊）
・展示解説シート『政治家としての吉田茂』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 29 年 11 月刊）
・展示解説シート『旧吉田茂邸再建事業』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 29 年 11 月刊）
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■ 学校教育の施設利用
＜学校教育の施設利用＞

観覧日 学校名 観覧者数

中学校

12 月 12 日 国府中学校 2 年生総合学習 2 人

12 月 14 日 国府中学校 2 年生総合学習 2 人

2 月 21 日 大磯中学校 3 年生課外学習「大磯散策」 133 人

3 月 2 日
国府中学校 3 年生課外学習「大磯町の歴史を知る
史跡巡り」

132 人

高校 2 月 2 日 大磯高校 1、2 年生総合学習「未来の夢講座」 26 人

教員 8 月 3 日
大磯町教育研究所主催研究講座「総合学習に生か
せる大磯の歴史探訪」

18 人

■ 視察・見学対応
＜視察・見学の月別件数＞ 単位：団体

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
視　察 3 6 6 7 5 5 5 4 1 4 1 2 49
見　学 1 4 5 1 0 11 23 20 1 2 1 2 71

＜視察対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・藤沢市長、企画政策部秘書課／ 4 月 14 日／ 2 人（佐川）
・大磯警察署／ 4 月 19 日／ 14 人（佐川・國見）
・神奈川県産業労働局観光部観光企画課／ 4 月 28 日／ 7 人（北水）
・湘南地区町村会／ 5 月 15 日／ 10 人（佐川）
・内閣官房「明治 150 年」関連施策推進室／ 5 月 15 日／ 5 人（佐川）
・荻外荘歴史部会／ 5 月 19 日／ 2 人（佐川）
・神奈川県議会 国吉一夫議員（文教常任委員）／ 5 月 24 日／ 4 人（佐川）
・行政活性化推進委員会／ 5 月 25 日／ 11 人（佐川・國見）
・中地区文化財保護担当者会議／ 5 月 26 日／ 10 人（久保庭）
・神奈川県警察本部及び大磯警察署／ 6 月 1 日／ 9 人（佐川・國見）
・指定管理者制度モニタリング会議委員（神奈川県）／ 6 月 15 日／ 11 人（佐川）
・( 財 ) 吉田茂国際基金関係者／ 6 月 18 日／ 20 人（佐川）
・神奈川県地域県政総合センター所長会／ 6 月 21 日／ 5 人（北水）
・NEC ／ 6 月 23 日／ 4 人（佐川）
・藤沢市生涯学習部郷土資料課／ 6 月 29 日／ 2 人（佐川）
・近畿ブロック東京事務所長会／ 7 月 4 日／ 12 人（佐川）
・西湘会／ 7 月 12 日／ 1 人（佐川）
・WHO ／ 7 月 18 日／ 17 人（佐川）
・神奈川県県土整備局公共事業評価委員会／ 7 月 25 日／ 20 人（國見）
・神奈川県県議会議員及び湘南地域県政総合センター／ 7 月 25 日／ 9 人（佐川・久保庭）
・大磯町危険物安全協会理事会／ 7 月 26 日／ 19 人（佐川）
・JTB コミュニケーションデザイン／ 7 月 31 日／ 5 人（佐川）
・桜美林大学教職センター／ 8 月 3 日／ 4 人（佐川）
・神奈川県産業労働局観光部観光企画課／ 8 月 18 日／ 5 人（北水）
・明治 150 年事業国関係者／ 8 月 21 日／ 20 人（佐川・國見）
・明治 150 年事業国関係者／ 8 月 22 日／ 26 人（佐川）
・神奈川県議会事務局、政策調査課／ 8 月 30 日／ 3 人（久保庭）
・平塚市公民館連絡協議会／ 9 月 5 日／ 4 人（久保庭）
・神奈川県立図書館生涯学習ボランティア／ 9 月 22 日／ 8 人（川邉）
・平塚土木事務所建築指導課／ 9 月 22 日／ 8 人（川邉）
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・県政会（神奈川県議会議員団）／ 9 月 26 日／ 12 人（北水）
・国土交通省／ 9 月 28 日／ 10 人（佐川・國見）
・大磯プリンスホテル／ 10 月 13 日／ 6 人（佐川）
・大磯警察署警備課／ 10 月 19 日／ 5 人（佐川）
・外務省／ 10 月 19 日／ 5 人（佐川）
・小諸市議会福祉環境委員会／ 10 月 20 日／ 10 人（佐川）
・藤沢市教育委員会郷土歴史課／ 10 月 29 日／ 18 人（佐川・久保庭）
・座間市教育委員会関係団体／ 11 月 7 日／ 13 人（久保庭）
・関東地方整備局、昭和記念公園／ 11 月 13 日／ 4 人（佐川）
・明治 150 年事業国関係者／ 11 月 29 日／ 14 人（佐川）
・平塚市中央公民館／ 11 月 29 日／ 25 人（北水・飯野）
・神奈川県博物館協会／ 12 月 21 日／ 30 人（國見）
・1 都 3 県議会議長会／ 1 月 17 日／ 29 人（佐川）
・神奈川県内教育事務所長会／ 1 月 19 日／ 5 人（北水）
・新たな観光の核づくりアドバイザリー委員／ 1 月 24 日／ 10 人（北水）
・神奈川県指定都市公園緑地行政推進協議会／ 1 月 30 日／ 40 人（久保庭・飯野）
・中地区管内指導主事会議／ 2 月 16 日／ 37 人（北水・川邉）
・西武ホールディングス／ 3 月 25 日／ 4 人（國見）
・新たな観光の核づくりアドバイザリー委員／ 3 月 27 日／ 6 人（久保庭）

＜見学対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・歴史研究会／ 4 月 18 日／ 15 人（北水）
・山北町岸連合自治会／ 5 月 18 日／ 16 人（北水）
・大磯町統計調査員／ 5 月 19 日／ 15 人（北水）
・山北町文化財ガイド友の会／ 5 月 25 日／ 14 人（國見）
・小田原市手話サークル　たんぽぽ／ 5 月 30 日／ 30 人（久保庭）
・平塚市博物館展示ボランティアの会／ 6 月 15 日／ 19 人（北水）
・個人／ 6 月 15 日／ 7 人（富田）
・全国大学博物館学講座協議会／ 6 月 25 日／ 60 人（國見）
・川崎市川崎区砂子二丁目町内会／ 6 月 28 日／ 19 人（北水）
・大磯町生涯学習課主催「平成 29 年度生涯学習サロンⅠ」／ 6 月 29 日／ 30 人（北水・久保庭）
・東海大学教養学部／ 7 月 19 日／ 20 人（久保庭）
・神姫バスツアーズ／ 9 月 5 日／ 5 人（川邉）
・団体名不詳／ 9 月 12 日／ 45 人（川邉）
・小田原市中村原遊話会／ 9 月 15 日／ 12 人（久保庭）
・クラブツーリズム名古屋バス旅行センター／ 9 月 18 日／ 46 人（川邉）
・個人／ 9 月 18 日／ 7 人（北水）
・平塚市旭北福祉村／ 9 月 20 日／ 35 人（久保庭）
・綾瀬市民生委員／ 9 月 22 日／ 18 人（川邉）
・神奈川県議会議員後援会／ 9 月 27 日／ 180 人（佐川・川邉）
・考古 17 年会／ 9 月 27 日／ 19 人（川邉）
・神奈川県立小田原高校同窓会／ 9 月 30 日／ 40 人（佐川）
・杉並カレッジライフ　ゆうゆう散策／ 9 月 30 日／ 20 人（久保庭）
・神奈川県議会議員後援会／ 10 月 3 日／ 170 人（佐川・富田）
・神奈川県議会議員後援会／ 10 月 6 日／ 170 人（佐川・北水）
・成田国際高校後援会／ 10 月 7 日／ 21 人（川邉）
・さつき句会／ 10 月 11 日／ 13 人（川邉）
・起雲閣／ 10 月 11 日／ 21 人（國見）
・農協観光神奈川支店／ 10 月 12 日／ 20 人（久保庭）
・個人／ 10 月 13 日／ 3 人（久保庭）
・JT OB 会／ 10 月 13 日／ 8 人（久保庭）
・逗葉三田会／ 10 月 14 日／ 20 人（久保庭）
・ひのき新薬／ 10 月 17 日／ 22 人（川邉）
・アイアイボランティア逗子／ 10 月 18 日／ 20 人（久保庭）
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・神奈川県歌人会／ 10 月 20 日／ 30 人（久保庭）
・個人／ 10 月 21 日／ 6 人（川邉）
・山悟会／ 10 月 24 日／ 7 人（久保庭）
・中和泉町会／ 10 月 24 日／ 40 人（川邉）
・二宮町社会福祉協議会／ 10 月 24 日／ 20 人（久保庭）
・杜の会／ 10 月 25 日／ 30 人（川邉）
・平和会／ 10 月 25 日／ 20 人（久保庭）
・桜楓会／ 10 月 25 日／ 8 人（川邉）
・東洋きもの文化学院小田原講師会／ 10 月 25 日／ 25 人（北水）
・個人／ 10 月 28 日／ 6 人（北水）
・ゆうの会／ 10 月 31 日／ 9 人（北水）
・菊名地区女性部／ 10 月 31 日／ 43 人（久保庭・川邉）
・立教大学松浦ゼミ／ 11 月 5 日／ 10 人（久保庭）
・新中央ツーリスト／ 11 月 7 日／ 27 人（飯野・中原）
・個人／ 11 月 8 日／ 5 人（久保庭）
・横浜市泉区老人会／ 11 月 8 日／ 11 人（川邉）
・寿会／ 11 月 8 日／ 13 人（鈴木千津）
・個人／ 11 月 9 日／ 15 人（北水）
・鎌倉散歩の会／ 11 月 10 日／ 20 人（北水）
・個人／ 11 月 12 日／ 2 人（富田）
・個人／ 11 月 14 日／ 4 人（鈴木千津）
・個人／ 11 月 15 日／ 4 人（川邉）
・川崎今昔会／ 11 月 16 日／ 40 人（久保庭・飯野）
・鎌倉散歩の会／ 11 月 17 日／ 20 人（北水）
・個人／ 11 月 19 日／ 8 人（國見）
・日高市区長会／ 11 月 22 日／ 60 人（北水）
・旅行サロン百万石会／ 11 月 24 日／ 27 人（北水・鈴木千津）
・3 市 2 町子ども会指導者研修／ 11 月 26 日／ 30 人（國見）
・埼玉県博物館連絡協議会南部地域／ 11 月 28 日／ 25 人（久保庭）
・ルネ遊歩クラブ／ 11 月 29 日／ 13 人（飯野）
・ささゆり会／ 11 月 30 日／ 20 人（飯野）
・杉並区都市整備部・教育委員会／ 11 月 30 日／ 9 人（北水）
・一歩一景会／ 12 月 2 日／ 10 人（鈴木千津）
・相模原市立博物館民俗調査会／ 1 月 10 日／ 10 人（川邉）
・個人／ 1 月 12 日／ 4 人（北水）
・神奈川県建築士事務所協会／ 2 月 10 日／ 20 人（久保庭）
・東海大学大学運営本部／ 3 月 22 日／ 10 人（北水）
・個人／ 3 月 30 日／ 3 人（國見）

■ 取材対応
＜刊行物＞
・タウンニュース　平成 29 年 4 月 7 日掲載 「旧吉田邸　ゆかりの時計展示　麻生副総理が寄贈」
・湘南ジャーナル　平成 29 年 4 月 7 日掲載　短期特別連載「よみがえる旧吉田茂邸 Vol.1　楓の間」
（久保庭）
・リビング平塚・大磯・二宮　平成 29 年 4 月 8 日掲載 「4/1 ～旧吉田茂邸再建公開　さあ再び、大
磯詣へ」
・産経新聞　平成 29 年 4 月 11 日掲載 「大磯〝大磯吉田茂ブーム〟に期待大　旧邸再建記念しラン
チや特別展」
・タウンニュース　平成 29 年 4 月 14 日掲載 「私邸再建で記念展『吉田茂 その生涯と大磯』」（富田）
・湘南ジャーナル　平成 29 年 4 月 14 日掲載　短期特別連載「よみがえる旧吉田茂邸 Vol.2　書斎」
（久保庭）
・財界　平成 29 年 4 月 18 日発行　中﨑久雄町長インタビュー特集記事「吉田茂元首相の精神や思
いを伝える『決断の聖地』として町の活性化に向けた起爆剤に」
・読売新聞　平成 29 年 4 月 21 日掲載 「旧吉田茂邸 1 万人　オープン 18 日目で」
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・神奈川新聞　平成 29 年 4 月 21 日掲載 「早くも来館 1 万人　大磯旧吉田茂邸　大きく予想上回り」
・湘南ジャーナル　平成 29 年 4 月 21 日掲載　短期特別連載「よみがえる旧吉田茂邸 Vol.3　食堂」
　（久保庭）
・読売新聞夕刊　平成 29 年 4 月 24 日掲載 「旧吉田茂邸　往時の姿に　愛用ソファも復元」（國見）
・朝日小学生新聞　平成 29 年 5 月 10 日掲載 「学芸員の仕事特集号　旧吉田邸再建　政治の舞台に
もなる　戦後日本の基礎を築いた首相」（國見）　
・湘南ジャーナル　平成 29 年 5 月 12 日掲載　短期特別連載「よみがえる旧吉田茂邸 Vol.4　金の間」
　（久保庭）
・湘南ジャーナル　平成 29 年 5 月 19 日掲載　短期特別連載「よみがえる旧吉田茂邸 Vol.5　銀の間」
（久保庭）
・夕刊フジ　平成 29 年 5 月 23 日掲載「魅惑のショールーム探訪　旧吉田茂邸　相模湾一望、絶景
の応接間」（久保庭）
・月刊かまくら春秋　平成 29 年 5 月号 「旧吉田茂邸の見どころ」（國見）
・ジパング倶楽部 6 月号（平成 29 年 5 月 25 日発行） 「旧吉田茂邸の利用案内や見どころなど」
（久保庭）
・神奈川新聞　平成 29 年 5 月 27 日掲載 「旧吉田茂邸来場 3 万人　年間見込み 2 カ月で突破」
・東京新聞　平成 29 年 6 月 1 日掲載 「親子でぶらり　旧吉田茂邸『大磯の迎賓館』の風格再現」
（久保庭）
・マガジンハウス「Casa BRUTUS」2017 年 7 月号（平成 29 年 6 月 10 日発売） 「旧吉田茂邸の紹介（建築・
デザイン）」（國見・久保庭）
・神奈川県観光協会友の会会報誌夏号（平成 29 年 7 月発行）「旧吉田茂邸の紹介」（久保庭）
・中央公論 9 月号（or10 月号）（平成 29 年 8 月 9 日（or9 月 10 日）発行） 「東京歴史的邸宅探訪　
歴史ある邸宅として旧吉田茂邸を紹介」（久保庭）
・日刊スポーツ　平成 29 年 9 月 3 日掲載 「オトナの社会見学（レジャー面）　旧吉田茂邸が人気　『大
磯詣で』再び」（久保庭）
・横浜ウォーカー 2017 年 10 月号（平成 29 年 9 月 20 日発行） 「アート旅～旧吉田茂邸の紹介」（久保庭）
・交流誌「せせらぎ（録音雑誌）」第 325 号（平成 29 年 10 月 1 日発行） 「県立大磯城山公園の旧吉
田茂邸地区について視覚障碍者に紹介」（久保庭）
・読売新聞　平成 30 年 1 月 31 日掲載 「毎週水曜連載『日本史を歩く』で旧吉田茂邸を紹介」（久保庭）
・月刊自家用車 4 月号（平成 30 年 2 月 26 日発行） 「『なめドラ～辛酸なめ子の大人のパワースポッ
ト巡り』のコーナーで旧吉田茂邸を紹介」（久保庭）
・読売新聞　平成 30 年 2 月 27 日掲載 「吉田茂の肖像画　自民結党前の姿か　大磯旧邸で来月末公開」
・朝日新聞　平成 30 年 3 月 14 日掲載 「大磯の旧吉田茂邸　はや 10 万人達成　昨年 4 月公開　予想
を上回る」
・読売新聞　平成 30 年 3 月 14 日掲載 「旧吉田茂邸入館 10 万人を突破」
・神奈川新聞　平成 30 年 3 月 14 日掲載 「旧吉田茂邸来館 10 万人　開館 282 日目予想超える盛況」
・東京新聞　平成 30 年 3 月 14 日掲載 「大磯の旧吉田茂邸　再建 1 年足らずで入場者 10 万人突破」
・タウンニュース　2018 年 3 月 16 日掲載　「旧吉田茂邸　入館者 10 万人を突破」
・湘南ジャーナル　2018 年 3 月 16 日掲載「旧吉田茂邸、来館者 10 万人突破 1 年前に一足早く節目」

＜テレビ＞
・テレビ神奈川『猫のひたいほどワイド（平成 29 年 5 月 29 日放送）』「旧吉田茂邸に潜入　石原壮
馬が大磯町で『歴史を感じ自然に触れる、旧吉田茂邸』」（久保庭）
・BS 朝日『NIPPON ダンディズム（平成 29 年 10 月 28 日または 29 日放送）』「誰にも媚びない名宰
相・吉田茂の貫録」（川邉）
・テレビ神奈川『あっぱれ！ KANAGAWA 大行進（平成 30 年 1 月 27 日放送）』（久保庭）

＜ラジオ＞
・FM ヨコハマ『Lovely Day（平成 29 年 4 月 13 日放送）』「旧吉田茂邸の魅力」（北水）
・FM ヨコハマ『KANAGAWA Muffin（平成 29 年 4 月 15 日放送）』「旧吉田茂邸の見所」（北水）
・湘南マジックウェイブ『週刊ナカ・イソ・ニノ（平成 29 年 5 月 26 日放送）』「郷土資料館および
旧吉田茂邸の見所、大磯の歴史と魅力」（久保庭）
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＜ウェブサイト＞
・『湘南える http://www.shonanliving.co.jp/（平成 29 年 6 月掲載）』「再建された『旧吉田茂邸』を訪ねて」
（久保庭）
・『トラベル jp ＜たびねす＞ http://guide.travel.co.jp/（平成 29 年 7 月中旬掲載）』「旧吉田茂邸の見
どころ～歴史、室内・庭園の様子、アクセス」（川邉）
・『外務省　報道発表 http://www.mofa.go.jp/（平成 29 年 10 月 23 日掲載）』「河野外務大臣とクリ
スチャン・ミクロネシア連邦大統領との懇談及び夕食会」

＜その他＞
・ポニーキャニオン「神奈川県観光企画課　観光プロモーション動画」旧吉田茂邸内動画撮影　平成
30 年 2 月 4 日（久保庭）

■ 博物館資料の利用
＜資料の特別利用（旧吉田茂邸）＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
撮影（研究・学術利用） 0 0 0 0 0 0
撮影（刊行物掲載） 4 4 2 1 2 1
撮影（放映・動画配信） 0 0 1 0 2 0
撮影（ウェブ掲載） 0 0 2 0 0 0
撮影（イベント利用） 0 0 0 0 0 0
データ利用（刊行物掲載） 1 3 0 0 1 0
データ利用（放映） 1 0 0 0 0 1

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
撮影（研究・学術利用） 2 0 0 0 0 0 2
撮影（刊行物掲載） 1 2 0 1 1 0 19
撮影（放映・動画配信） 2 1 0 2 0 0 8
撮影（ウェブ掲載） 0 2 1 0 0 0 5
撮影（イベント利用） 0 1 0 1 0 0 2
データ利用（刊行物掲載） 4 0 0 2 0 0 11
データ利用（放映） 0 1 0 0 0 0 3

学芸員の調査、研究、普及活動

■ 郷土資料館内外の活動
＜ 1 年の活動状況＞
・博物館資料調査／年間／大磯町内外（國見・北水・富田・久保庭・川邉・鈴木・高山）
・神奈川県博物館協会役員会出席／年間／神奈川県立歴史博物館（國見）
・駒澤大学博物館学講座講義／年間／駒澤大学（國見）
・東海大学博物館学講座講義／後期／東海大学（國見）
・大磯町立国府小学校 4 年生理科学習「春の自然」指導／ 4 月 25 日／大磯町立国府小学校（北水）
・新採用職員研修会講義／ 4 月 26 日／大磯町保健センター（國見）
・神奈川県植物誌調査会資料確認対応／ 4 月 27 日、5 月 12 日、7 月 4 日、8 月 8 日、8 月 22 日、
8 月 31 日、10 月 18 日、12 月 27 日／郷土資料館（北水）
・大磯町生涯学習課国府祭調査事業 調査補助／ 4 月 29 日、5 月 4 日／大磯町内（川邉）
・大磯町立学校新採用教職員研修会講義／ 5 月 16 日／郷土資料館（北水）
・大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習「もっと知りたい大磯町」指導／ 5 月 17 日／大磯町立大磯小
学校（富田）
・さつき会「吉田茂と大磯～旧吉田茂邸再建にあたって～」講演／ 5 月 25 日／郷土資料館（久保庭）
・大磯町立国府小・中学校生沢分校総合学習「漂着物を使った美術品製作」指導／ 5 月 26 日／神奈
川県立おおいそ学園（北水）
・大磯町立大磯幼稚園「磯遊び」指導／ 6 月 9 日／照ヶ崎海岸（北水・高山）
・大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習「いっぱい知りたい！大磯町」指導／ 6 月 9 日／郷土資料館
（富田）
・大磯町立大磯小学校栽培委員会「校庭の樹木」指導／ 6 月 12 日／大磯町立大磯小学校（北水）
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・大磯少年補導員連絡会「大磯の自然について」講義／ 6 月 18 日／郷土資料館（北水）
・大磯町立国府小学校 4 年生理科学習「夏の自然」指導／ 7 月 7 日／大磯町立国府小学校（北水）
・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会関東部会運営委員会出席／ 7 月 7 日、9 月 25 日、2 月 16
日／鎌倉市中央図書館、法政大学市ヶ谷キャンパス、淑徳大学千葉キャンパス（富田）
・福島の子どもたちとともに・西湘の会主催「大磯の海岸の自然のなりたち」講義／ 7 月 19 日／照ヶ
崎海岸（北水）
・公立学校教職員社会体験研修指導／ 7 月 25 日・30 日／郷土資料館、照ヶ崎海岸（北水）
・大磯町インターンシップ「生涯学習事業について」指導／ 8 月 8 日／郷土資料館、旧吉田茂邸
（北水）
・大磯町教育委員会生涯学習課主催青少年おもしろ講座「高麗山自然観察ハイキング」指導／ 8 月 9
日／大磯町生涯学習館、高麗山（北水）
・文明開化期の相武地域史研究会研究会出席／ 8 月 15 日／横浜市歴史博物館（富田）
・大磯町教育研究所研修講座「総合学習に生かせる大磯の自然散策」指導／ 8 月 18 日／県立大磯城
山公園（北水）
・平塚市環境政策課主催夏休みこども環境教室〔海岸編〕指導／ 8 月 19 日／平塚市南部福祉会館及
び付近浜辺（北水）
・大磯ガイドボランティア協会会員教育研修「大磯町郷土資料館のリニューアル後の展示の見所」講
話／ 8 月 25 日／郷土資料館（北水）
・大磯ガイドボランティア協会会員教育研修「吉田茂と大磯」講話／ 8 月 25 日／郷土資料館（久保庭）
・大磯町立国府中学校 2 年生総合学習「自然物を利用したアート作品の制作について」指導／ 9 月
14 日、10 月 3 日、10 月 10 日、10 月 16 日、10 月 20 日／大磯町立国府中学校（北水）
・大磯町立国府小学校 3 年生理科学習「こん虫のかんさつ」指導／ 9 月 15 日／大磯町立国府小学校
　（北水）
・藤沢市教育委員会「耕余祭－耕余塾と吉田茂」講話／ 9 月 17 日／明治市民センター（久保庭）
・相武地域史研究会シンポジウム出席／ 10 月 14 日／東海大学湘南校舎（富田）
・大磯町立国府小学校 4 年生社会科学習「昔から今へと続くまちづくり」指導／ 10 月 27 日／郷土
資料館（富田・川邉）
・大磯町立国府小学校 4 年生理科学習「秋の自然」指導／ 11 月 7 日／大磯町立国府小学校（北水）
・大磯町立国府小学校 3 年生総合学習「国府ってどんなまち－国府の自然－」指導／ 11 月 9 日／大
磯町立国府小学校（北水）
・全史料協全国大会「用田村伊東宗兵衛家文書の整理と活用」講話／ 11 月 9 日／杜のホールはしも
と（富田）
・大磯町立国府小学校 3 年生総合学習「国府ってどんなまち－国府のお祭り－」指導／ 11 月 13 日
／大磯町立国府小学校（川邉）
・自然史標本データベース神奈川委員会会議出席／ 11 月 14 日／神奈川県立生命の星・地球博物館
（北水）
・藤沢市生涯学習大学事業「ふじさわ基礎学コース第 1 弾－御所見にキュン♡ふるさと発見。こんな
歴史があったんだ！」講義／ 11 月 15 日／藤沢市御所見公民館（富田）
・谷戸川渓谷をきれいにする会主催谷戸川クリーンアップウォーク講義／ 12 月 2 日／谷戸川（川邉）
・第 12 回無形民俗文化財研究協議会参加／ 12 月 18 日／東京文化財研究所（川邉）
・大磯町立大磯小学校 3 年生社会科学習「町の人たちがうけつぐ行事」指導／ 1 月 16 日／大磯町立
大磯小学校（川邉）
・大磯町産業観光課主催『東の池』環境整備等調査指導／ 1 月 17 日／大磯町生沢 東の池（北水）
・相模原市立博物館尾崎咢堂記念館近現代史講演会「吉田茂について」講演／ 1 月 20 日／尾崎咢堂
記念館（久保庭）
・大磯ガイド協会『おもてなしの心』育成講座「吉田茂の大磯での暮らしぶりについて」講演／ 1 月
25 日／郷土資料館（久保庭）
・大磯ガイド協会研修会「旧吉田茂邸の変遷について」講演／ 1 月 27 日／郷土資料館（久保庭）
・大磯町立国府小学校 4 年生理科学習「冬の自然」指導／ 2 月 7 日／大磯町立国府小学校（北水）
・中地区管内指導主事会議「城山公園地区のリノベーション」講演／ 2 月 16 日／郷土資料館・旧吉
田茂邸（北水）
・大磯町立国府小学校 3 年生社会科学習「変わるわたしたちのくらし」指導／ 3 月 8 日／郷土資料
館　（川邉）
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■ 学校教育との連携
＜児童・生徒を対象とした学習指導＞

学校から郷土資料館へ
（郷土資料館の見学、学習指導）

郷土資料館から学校、町内各所へ
（郷土資料館外への講師派遣）

幼稚園
保育園

10 月 18 日 めぐみ幼稚園（二宮町）遠足 6 月 9 日 大磯幼稚園遠足「磯遊び」

11 月 16・30 日
れんげ幼稚園（小田原市）遠
足

11 月 17 日
苗・花もんもん保育園（平塚
市）遠足

11 月 17 日 まきば幼稚園（大磯町）遠足

3 月 6 日 国府保育園（大磯町）遠足

小学校

10 月 27 日
国府小学校 4 年生社会科学習

「昔から今へと続くまちづくり」
4 月 25 日

国府小学校 4 年生理科学習
「春の自然」

11 月 15 日 小出小学校（茅ヶ崎市）遠足 5 月 17 日
大磯小学校 3 年生総合学習

「もっと知りたい大磯町」

3 月 8 日
国府小学校 3 年生社会科学習

「変わるわたしたちのくらし」
5 月 26 日

国府小学校生沢分校総合学習
「漂着物を使った美術品製作」

6 月 9 日
大磯小学校 3 年生総合学習

「いっぱい知りたい！大いそ
町！」

6 月 12 日
大磯小学校栽培員会

「校庭の樹木」

7 月 7 日
国府小学校 4 年生理科学習

「夏の自然」

9 月 15 日
国府小学校 3 年生理科学習

「こん虫のかんさつ」

11 月 7 日
国府小学校 4 年生理科学習

「秋の自然」

11 月 9 日
国府小学校 3 年生総合学習

「国府ってどんな町－国府の
自然－」

11 月 13 日
国府小学校 3 年生総合学習

「国府ってどんな町－国府の
祭り－」

1 月 16 日
大磯小学校 3 年生社会科学習

「町の人たちがうけつぐ行事」

2 月 7 日
国府小学校 3 年生理科学習

「冬の自然」

中学校

8 月 4 日
梅田中学校（茅ヶ崎市）総合
学習「湘南発祥の地大磯につ
いて」

5 月 26 日
国府中学校生沢分校総合学習

「漂着物を使った美術品製作」

10 月 6 日
大磯中学校 1 年生フィール
ドワーク「大磯の歴史」、「人
物」、「自然」

9 月 14 日・
10 月 3・10・

16・20 日

国府中学校 2 年生総合学習
「自然物を利用したアート作
品の制作」
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＜教員を対象とした講義＞
・大磯町立学校新採用職員研修（5 月）
・公立学校教職員社会体験研修（7 月）
・総合学習に生かせる大磯の自然散策（8 月）
（担　当）北水・富田・久保庭・川邉

■ 各種団体との連携・協力
＜各種団体との連携＞

郷土資料館における講演、学習指導等 郷土資料館外への講師派遣等

各種団体
講 演 会
研修指導

5 月 25 日
さつき会講演「吉田茂と大磯
～旧吉田茂邸再建にあたって
～」

7 月 19 日
福島の子どもたちとともに・
西湘の会現地指導「大磯の海
岸の自然のなりたち」

6 月 18 日
大磯少年補導員連絡会非行防
止教室「大磯の自然について」

8 月 9 日
大磯町生涯学習課青少年おも
しろ講座「高麗山自然観察ハ
イキング」

8 月 25 日

大磯ガイドボランティア協会
会員教育研修「郷土資料館の
リニューアルの経過と見所に
ついて」

8 月 19 日
平塚市環境政策課夏休みこど
も環境教室（海岸編）

「相模湾の動植物について」

8 月 25 日

大磯ガイドボランティア協会
会員教育研修「吉田茂の業績、
大磯における暮らしぶりにつ
いて」

9 月 17 日
藤沢市郷土歴史課耕餘祭

「耕餘塾と吉田茂」

1 月 25 日
大磯ガイド協会『おもてなし
の心』育成講座「吉田茂の大
磯での暮らしぶりについて」

11 月 15 日

藤沢市生涯学習大学事業ふじ
さわ基礎学コース「御所見に
キュン♡ふるさと発見。こん
な歴史があったんだ！」

1 月 27 日
大磯ガイド協会研修会

「旧吉田茂邸の変遷について」
1 月 20 日

相模原市立博物館尾崎咢堂記
念館近現代史講演会

「吉田茂について」

2 月 16 日
中地区管内指導主事会議

「城山公園地区のリノベーション」
12 月 2 日

谷戸川渓谷をきれいにする会
「谷戸川クリーンアップウォーク」

（担　当）北水・富田・久保庭・川邉

＜学会・研究会との連携＞

学会・研究会対応 研修会・会議出席等

学  会
研究会
活  動

4 月 27 日・
5 月 12 日・
7 月 4 日・

8 月 8・22・
31 日・

10 月 18 日・
12 月 27 日

神奈川県植物誌調査会標本
確認対応

4月14・21日
神奈川県博物館協会役員会・
総会・研修会等出席

4 月 29 日・
5 月 4 日

大磯町生涯学習課国府祭調査
事業調査補助

7 月 7 日・
9 月 25 日・
2 月 16 日

全史料協関東部会運営委員会
出席

8 月 15 日・
10 月 14 日

文明開化期の相武地域史研究
会・シンポジウム出席

11 月 9 日
全史料協全国大会研修会講演

「用田村伊東宗兵衛家文書の整
理と活用」

11 月 14 日
自然史標本データベース神奈
川委員会会議出席

（担　当）國見・北水・富田・久保庭・川邉
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＜執筆＞
國見　徹
　2018. 3.  第 2 回「近代別荘地の形成と展開　―神奈川県内の発掘調査等の事例から―」2016（平

成 28）年度考古学講座概要『神奈川県埋蔵文化財センター年報 29』神奈川県教育委員
会

北水　慶一
2018.  2. 「旧吉田茂邸の再建経過について」『Report －大磯町郷土資料館だより』38

大磯町郷土資料館
2018.  2. 『旧吉田茂邸建物概要』大磯町郷土資料館
2018.  3. 『大磯町郷土資料館建物概要』大磯町郷土資料館
2018.  3.  資料館資料 17『ワークショップ “ 海の森クラブ ” の活動報告』大磯町郷土資料館

　
富田　三紗子

2017. 10. 『大磯別邸　城山荘－三井高棟が遺したもの－』 大磯町郷土資料館
2018.  2. 「小規模博物館の常設展示リニューアルに携わって」『民具マンスリー』第 50 巻 11 号

神奈川大学日本常民文化研究所
2018.  3. 「小規模博物館の常設展示リニューアルに携わって」『年報－平成 28 年度－』

大磯町郷土資料館
2018.  3. 「研修会Ｅ　用田村伊東宗兵衛家文書の整理と活用」

『全国歴史資料保存利用機関連絡協議会会報』103 号　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会

久保庭　萌
2018.  2. 「旧吉田茂ミニパネル展関連企画講演会　旧吉田茂邸の建築と吉田五十八」

『Report －大磯町郷土資料館だより』38　大磯町郷土資料館
2018.  2. 『旧吉田茂邸建物概要』大磯町郷土資料館
2018.  3. 『大磯町郷土資料館建物概要』大磯町郷土資料館
2018.  3. 「旧吉田茂邸の再建と公開」『郷土神奈川』56　神奈川県立図書館

川邉　絢一郎
2018.  2. 『旧吉田茂邸建物概要』大磯町郷土資料館
2018.  3. 「「ワークショップ・石仏クラブ」調査報告 ‐ 旧大磯町地域の石造物」

『年報－平成 28 年度－』大磯町郷土資料館

高山　優美
2018.  3.  資料館資料 17『ワークショップ “ 海の森クラブ ” の活動報告』大磯町郷土資料館

中原　園子
2018.  2. 『旧吉田茂邸建物概要』大磯町郷土資料館





研　究　報　告
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富田　三紗子
（当館学芸員）

招仙閣とその跡地について

1.　はじめに
招仙閣は、明治期に大磯に存在した旅館である。

大磯停車場（現大磯駅）の北側に位置し、伊藤博文
が好んで利用したことによって知られている。この
見晴らしのよい土地は、招仙閣が廃業した後、別荘
地として活用され、現在は民家が立ち並ぶ風景と
なっているが、戦時中には近隣住民の避難先となる
防空壕の存在が知られていた。壕の調査報告につ
いては、本誌掲載の市原誠氏稿 (1) に委ねるとして、
本稿では、壕ができる前の当地の姿として、招仙閣
の歴史をまとめ、戦時中の壕の掘削との関係を考察
する。

2.　旅館「招仙閣」
明治 18 年（1885）に海水浴場が開かれ、同 20

年に鉄道の停車場ができると、大磯には療養を求め
て多くの人が訪れるようになった。避寒避暑を求め
て訪れる人々のために、大磯には多くの旅館が開業
した。招仙閣はそのような旅館の一つである。
『大磯誌』(2) によると、招仙閣は大磯停車場開業

1 カ月前の明治 20 年 6 月に創建され、当時は茶屋
町にあったとされる。その後、明治 25 年 4 月に川
崎甚三郎、三宅藤兵衛、荻野誠一、佐藤嘉尚の 4
人の名義で、移転後の場所に建物の届が出されたこ
とから (3)、この 4 人が招仙閣を移転したと考えら
れる。

移転先の地番である大磯字坂田山付 859 番ロ号
ほかは、主に川崎甚三郎が所有した土地であった (4)。
川崎甚三郎は明治 26 年 4 月から三代大磯町長を務
めた人物であり、江戸時代に大磯宿の廻船問屋とし
て著名であった川崎屋孫右衛門家を出自とする。招
仙閣が立地した場所は、当時でこそ大磯停車場の北
側に面し、利便性に申し分のない場所であったが（写
真）、停車場ができる前は大磯宿の中心から外れた
寂しい場所であったと想像できる。川崎は、恐らく
地元の有力者として土地を所持していたのだろう。

三宅藤兵衛は、大磯宿の名主三宅家であり、私財
を投じて善兵衛池という用水池をつくった善人善兵
衛を祖に持つ。川崎甚三郎、三宅藤兵衛、荻野誠一
は、建物の届を出した明治 25 年当時、町会議員を
務めており (5)、彼らは町政にかかわる立場でありな
がら、地域振興のために招仙閣の経営に関与したと
言えるだろう。

川崎甚三郎らが建てた招仙閣は、その後、明治
29 年に下谷銀行の頭取などを務めた銀行員千沢専
助 (6) に売却され、同 30 年 3 月に峰岸棟太郎へ売

却された。峰岸は、明治 23 年頃に南本町に住み、
現在の長者町付近にあった旅館「松林館」で仕事を
していたという。そのため、招仙閣の経営を任され
たと考えられている。峰岸は明治 25 年に川崎甚三
郎らが建てた招仙閣と考えられる建物を購入する前
から、明治 26 年に招仙閣に隣接する土地を購入し
ている (7)。

大磯に居宅「滄浪閣」を構えた伊藤博文は、招仙
閣を気に入り、よく滞在した。伊藤はもともと小田
原に別邸「滄浪閣」を構えていたが、明治 23 年頃
に小田原の別荘へ赴く途中、大磯に立ち寄ったこと
をきっかけに当地を気に入り、大磯に滞在する際に
は招仙閣を利用するようになったようである。明治
26 年 10 月には招仙閣で陸奥宗光外務大臣らを招
いた観月会を開き、翌 27 年以降 2 年間は、梅子夫
人が持病を癒すため、招仙閣で静養した (8)。

このように招仙閣には伊藤をはじめとする著名
な政財界人が多く訪れた。元文部大臣であり、大磯
在住であったことから大磯町名誉町民に選ばれた高
橋誠一郎は、随筆の中で大正元年頃に招仙閣に滞在
したことを綴り、伊藤博文に愛された招仙閣には、
かつて伊藤の関係者が多く宿泊していたと聞いた、
と記している (9)。

3.　招仙閣の隆盛
伊藤博文によって贔屓にされ、多くの著名な政界

人が訪れたと語られた招仙閣には、その往時を伝え
る資料が現存している。招仙閣の主人に宛てて揮毫
された書画類が、この程、東光院において見つかっ
た。

この書画類は、もともと大磯町内の商店初竹屋が
所有していたものである。初竹屋は、荻野誠一が経
営した呉服店であった (10)。

書画の内、作成者が判明したものを表 1 にまと
めた。これらの書画には、贈り先として「招仙閣」、

写真　明治 30 年頃の招仙閣（当館所蔵）
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「招仙閣主人」、「荻野」と書かれているものが見受
けられる。また、作成者が特定できなかったため、
表からは除外したが、「峯岸」と書かれた画幅も存
在している。「荻野」は荻野誠一を、「峯岸」は峰岸
棟太郎を表していると推測され、招仙閣の経営者に
宛てて作成されたものと断定することができる。一
部の書画は年代を特定することができ、明治 30 年
代のものが多い。贈り先として見られる荻野は、こ
の時期は招仙閣の経営を峰岸へ譲っているはずであ
るが、実際は関与していた可能性がうかがえる。

書画を残した人物が、必ずしも招仙閣を訪れたと
は言い切れないが、その可能性を否定することはで
きない。以下、伊藤博文を除き、各人物の概要を述
べ、招仙閣との関係を推測する。
(1) 西園寺公望

嘉永 2 年（1849）に右大臣の徳大寺公純の次男
として誕生し、同 5 年に西園寺師季の養子となった。
明治政府の下では参与に任官され、新潟府知事など
を務めた後、明治 15 年に伊藤博文に随行し、ヨー
ロッパで憲法調査を行った。第二次伊藤博文内閣時
に文部大臣を務め、伊藤が中心になった立憲政友会
の創立にも参加した。日露戦争中、戦後に内閣総理
大臣を二期務め、桂太郎と交代で務めた桂園時代を
築いた (11)。伊藤博文の後継者と目され、大磯の別
荘も伊藤博文の本邸「滄浪閣」の向かいに位置した。
(2) 山縣有朋

天保 9 年（1838）に長州藩に生まれ、京都で吉
田松陰の門下生と交流したことをきっかけに、松下
村塾へ入門した。明治政府の下では、陸軍大輔とし

て徴兵制を推進し、国内の軍制を整備した。内閣総
理大臣を二期務め、伊藤博文とは政党政治の考え方
などで対立した (12)。現在の大磯中学校付近に別荘
を構えた。
(3) 樺山資紀

天保 8 年に薩摩藩士の橋口家に生まれる。文久 3
年（1863）に同藩士樺山四郎左衛門の養子となり、
明治政府では陸軍・海軍に所属し、第一次山縣有朋
内閣では海軍大臣を務めた。現在の大磯町役場近く
等に別荘を構え、大磯で没した (13)。
(4) 松本順 (14)

順天堂の創設者である佐藤泰然を父に持ち、17
歳で幕府御医師の松本良甫の養子となった。医師と
して江戸時代は将軍家の侍医を務め、明治時代は陸
軍軍医総監などを歴任した。大磯では、治療に効能
があるとして海水浴場を開いたことで知られ、町に
海水浴客を呼び込んだ恩人として町民から慕われ
た。招仙閣近くに別荘を構え、当地にて明治 40 年
に死去し、墓所は大磯にある (15)。
(5) 佐藤進

弘化 2 年（1845）に常陸太田（茨城県）の高和
家に生まれ、安政 6 年（1859）に佐藤泰然の順天
堂に入門し、泰然の養子である佐藤尚中の養子と
なって、佐藤進と名乗った。明治 8 年に尚中の後
を継ぎ、順天堂の第三代の主となる。日露戦争時
に、陸軍軍医総監を務めた (16)。養子関係ではあるが、
松本順の甥にあたり、その縁で招仙閣を訪れた可能
性がある。また、別荘を所有していた事実は確認で
きていないが、明治 23 年頃、大磯字池田 2,040 番

本文番号 作成者 書画種類 合計点数 年代 贈り先

伊藤博文 書幅、書 2

(3) 樺山資紀 書幅 1

(11) 観世清之 書 1 明治 38（1905）

(1) 西園寺公望 書幅 1

(5) 佐藤進 書 3 明治 39（1906） 招仙閣

(10) 東郷平八郎 書 1 明治 39（1906）

(9) 中田敬義 書 2 明治期 荻野

(6) 土方久元 書 1 荻野

(4) 松本順 画幅、書 2
明治 30-33

（1900-1907）
荻野

(7) 元田肇 書 1 大正期 荻野

(2) 山縣有朋 書幅 1

(8) 渡邊昇 書 2 招仙閣主人、荻野

表 1　招仙閣に関係する書画の作成者及び贈り先

※作成者名の五十音順
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ロ号に1反余りの畑地を所有していた記録がある(17)。
(6) 土方久元

天保 4 年に土佐藩に生まれ、幕末は尊王思想の
影響を受けて土佐勤王党に参加し、尊攘運動、倒幕
運動に投じた。明治時代は国政に参加し、第一次伊
藤博文内閣の下で農商務大臣や宮内大臣を務めた (18)。
(7) 元田肇

安政 5 年（1858）に豊後国国東郡来浦村（現大
分県）に生まれ、杵築藩の儒家元田竹渓の私塾で学
んだことを縁に、元田の息子の養子となった。東京
大学を卒業した後、代言人（弁護士）を経て、第 1
回総選挙以来、衆議院議員を 40 年間務めた。伊藤
博文が明治 33 年に立憲政友会を立ち上げた際、そ
の活動に参加し、以来、長く政友会の党員であった
ことから、党の中心人物として目された (19)。現存
する書は、乃木希典の殉死を詠んだ漢詩であるこ
とから、大正元年（1912）9 月以降に作成された
と考えられるが、後述するとおり、招仙閣は同年 8
月 31 日頃に閉業している可能性があるため、どの
タイミングで荻野誠一に贈られたのかわからない。
元田は大正 15 年頃から自身も大磯に別荘を構えて
おり (20)、政友会を通して伊藤との関係は深かった
と考えられる。
(8) 渡邊昇

天保 9 年に肥前国（現長崎県）大村藩士の家に
生まれた。17 歳で江戸に出た際、剣術を学んでい
た先で木戸孝允と知り合い、以後、薩長連合の実現
に協力するなど、倒幕運動に参加した。明治以降は、
大阪府知事などを経て、明治 17 年に会計検査院長
に就任し、同 31 年に辞任するまで、会計検査制度
の整備に尽力した (21)。
(9) 中田敬義

安政 5 年に加賀国（現石川県）金沢に生まれる。
榎本武揚や陸奥宗光が外務大臣を務めていた際に、
外務大臣の秘書官を務めた。中田は陸奥から厚い信
頼を得ており、陸奥が明治 28 年 5 月から大磯の別
荘で静養するようになってから交わされた書簡が、
外務省外交史料館に所蔵されている (22)。陸奥の静
養中に大磯を訪れ、招仙閣に滞在した可能性が推測
でき、招仙閣の経営が峰岸棟太郎へ渡る前のことで
あるため、書の贈り先が「荻野」であることも矛盾
しない。
(10) 東郷平八郎

弘化 4 年生まれ、薩摩藩出身。海軍に所属し、様々
な軍艦の艦長を歴任した。日露戦争の連合艦隊司令
官として主要作戦を指揮し、日本海海戦でロシアの
バルチック艦隊に勝利したことから、国内外から賞
賛を受けた (23)。一時的に大磯に居住したことがあ
り、町内の高来神社に建立された忠魂碑に揮毫して
いる (24)。

(11) 観世清之
嘉永 2 年（1849）生まれ。観世流シテ方であり、

観世喜之家の創始者。明治時代の能楽復興に貢献
した (25)。招仙閣との関係についてはわからないが、
東京に居住した芸能者として、大磯に訪れた可能性
は高い。

書画が贈られた時期は、招仙閣に伊藤博文とその
関係者が集ったと言われている時期に一致する。こ
れらの書画からは、招仙閣に伊藤博文や伊藤の知人
が集まり、様々な談義を交わしていた様子が垣間見
える。招仙閣の隆盛は、政界の奥座敷と言われる大
磯の一端を示すものである (26)。

4.　招仙閣廃業後
伊藤博文などの大物政治家が集い、隆盛を極め

た招仙閣であったが、その繁栄は明治期までであっ
た。大正 4 年（1915）3 月に作成された「家屋取
崩綴」という文書によると、大正元年 8 月 31 日に
は、峰岸棟太郎が所有する建物が、次の所有者とし
て知られている加藤正治へ売却されていることがわ
かる (27)。高橋誠一郎は、前述した随筆の中で、大
正元年頃に招仙閣で療養し、招仙閣は大正 10 年代
頃には加藤の手に渡っていたと記述しているが (28)、
再考の余地があるだろう。招仙閣の廃業は、大磯に
行楽に訪れる人々が別荘を所有するようになったこ
とにより、大磯の旅館業が衰退したことを受けての
ことと考えられる (29)。

先述したとおり、招仙閣が位置した現在の大磯駅
の北側は、江戸時代は何も存在しない丘陵部であっ
たと考えられる。「新編相模国風土記稿」や「東海
道分間延絵図」にも記載は見当たらない (30)。ただし、

『大磯誌』に招仙閣付近から古剣類が出土したとい
う記録があり (31)、横穴墓の存在は推測されている。
改めて、前掲した招仙閣の写真を見ると、中央の建
物裏に横穴墓のような穴が確認できる。恐らく、明
治時代になり、大磯停車場ができて招仙閣が移転す
るまでは、横穴墓の他は建造物のない土地であった
と考えられる。

川崎甚三郎らが招仙閣を当該地に移して以降の
建物の変遷について、表 2 にまとめた。いずれも
旧大磯町行政資料に含まれる家屋台帳等を参考に作
成したが、必ずしも全容を把握することはできず、
推測も含まれていることを断る。峰岸棟太郎が明治
30 年に招仙閣を経営し始めた当初の建物は、基本
的に明治 25 年に川崎らが建てた建物を継承してい
たようであり、木造瓦葺二階家が 2 棟、木造茅葺
平家が 4 棟、木造鉄葉葺平家が 1 棟の計 7 棟の建
物があった。これは、前掲の招仙閣の写真と一致し、
このことから、この写真は明治 30 年当時の状況を
写していると考えられる。
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年代 明治 25 年 4 月 同 29 年 7 月 28 日 同 30 年 6 月

建物

木造瓦葺 2 階家
（252 坪 7 合 5 尺（2 階
112 坪、1階140坪7合5勺））

木造瓦葺 2 階家
（252 坪 7 合 5 尺（2 階
112 坪、1階140坪7合5勺））

木造瓦葺 2 階家
（252 坪 7 合 5 尺（2 階
112 坪、1階140坪7合5勺））

木造茅葺平家（21 坪） 木造茅葺平家（21 坪） 木造茅葺平家（21 坪）

木造茅葺平家（18 坪 5 合） 木造茅葺平家（18 坪 5 合） 木造茅葺平家（18 坪 5 合）
木造茅葺平家

（15 坪 2 合 5 勺）
木造茅葺平家

（15 坪 2 合 5 勺）
木造茅葺平家

（15 坪 2 合 5 勺）
木造茅葺平家

（19 坪 7 合 5 勺）
木造茅葺平家

（19 坪 7 合 5 勺）
木造茅葺平家

（19 坪 7 合 5 勺）
木造鉄葉葺平家（3 坪） 木造鉄葉葺平家（3 坪）

木造瓦葺 2 階家
（44 坪 2 合（2 階 15 坪 7
合5勺、1階28坪4合4勺））

所有
川崎甚三郎、三宅藤兵衛、
荻野誠一、佐藤嘉尚

千沢専助 峰岸棟太郎

表 2　招仙閣の建物及び所有者の変遷

年代 明治 37 年 大正元年 8 月 31 日 同 14 年 3 月 31 日

建物

瓦葺居宅 2 階建
（80 坪 3 合 3 勺）

瓦葺居宅 2 階建
（80 坪 3 合 3 勺）

瓦葺居宅 2 階建
（80 坪 3 合 3 勺）＊

瓦葺居宅 2 階建
（19 坪 3 合 3 勺）

瓦葺居宅 2 階建
（19 坪 3 合 3 勺）

瓦葺居宅 2 階建
（19 坪 3 合 3 勺）＊

草葺居宅（15 坪 5 合） 草葺居宅（15 坪 5 合） 草葺居宅（15 坪 5 合）

草葺居宅（11 坪 1 合 3 勺） 草葺居宅（11 坪 1 合 3 勺） 草葺居宅（11 坪 1 合 3 勺）

草葺居宅（13 坪 2 合 5 勺） 草葺居宅（13 坪 2 合 5 勺） 草葺居宅（13 坪 2 合 5 勺）

草葺居宅（11 坪 7 合 5 勺） 草葺居宅（11 坪 7 合 5 勺） 草葺居宅（11 坪 7 合 5 勺）

草葺居宅（5 坪 7 合 3 勺） 草葺居宅（5 坪 7 合 3 勺）

亜鉛葺居宅（2 坪 5 合） 亜鉛葺居宅（12 坪）

亜鉛葺物置（3 坪） 亜鉛葺物置（3 坪） 亜鉛葺物置（3 坪）

草葺平家（21 坪 5 合 8 勺）

草葺平家（30 坪 6 合 2 勺） 草葺平家（30 坪 6 合 2 勺）
木造瓦葺 2 階建

（20 坪 5 合（2 階 11 坪 6 合）、
大正 2 年 7 月 28 日に売買）

木造瓦葺 2 階建
（20 坪 5 合（2 階 11 坪 6 合））

木造亜鉛葺居宅平家
（53 坪 6 合 7 勺）
木造亜鉛葺居宅平家

（21 坪 4 合 1 勺）
木造亜鉛葺物置 2 階建

（建坪 10 坪、階上 8 坪 5 合）
所有 峰岸棟太郎 加藤正治 加藤正治

網掛けは関東大震災によって取り崩した建物。＊を付した建物も、どちらかを取り崩した可能性がある。
明治 27 年 1月「建物台帳」（旧大磯町行政資料 197-2）、同 29 年 4月 8日「建物願届書類」（同 205）、同
45 年「建物書類綴」（同 199-2）、大正 2 年「建物書類綴」（同 207-2）、同 4 年 3 月「家屋取崩綴」（同
216）、同 12 年 9月「家屋届書綴　別荘一」（同 199-9）より作成。
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その後、大正元年頃に加藤正治が峰岸から招仙閣
の建物を購入するが、この時の記録に記されている
建物は、明治 30 年当初の建物とは大きく異なって
いる。表 2 にある通り、明治 37 年には建物に変化
が見られているため、明治 30 年代に招仙閣が賑わ
う中、建物の増改築が行われたことが推測される。

招仙閣の建物を購入した加藤正治は、法学者で中
央大学の総長を務めた。加藤はこれらの建物を別荘
として所有し、以後は加藤別荘として知られていた。
これらの建物 11 棟の内 10 棟は、大正 12 年の関
東大震災によって全壊または半壊の被害を受けた (32)。
加藤正治の義父で、日本郵船の副社長を務めた加藤
正義は、この時、この大磯の別荘に滞在しており、
負傷したことが当時の刊行物から知られている (33)。

表 2 からも関東大震災によって損壊した建物を
取り崩し、大正 14 年に 3 棟の建物を新築している
ことがわかる。その後も何回か増改築があり、昭和
7 年から別荘に勤めていた職員が、後に記憶に基づ
いて描いた当該地の建物配置図によると、1 ～ 4 号
の建物 4 棟、「松の家

や

」、「竹の家」、「梅の家」と名
付けられた 3 棟、貸別荘、茶席がそれぞれ 2 棟に、
洋館、新宅が 1 棟ずつの合計 13 棟の建物が描かれ
ている (34)。洋館は、加藤正義が日本郵船の関係者
であったことから、近隣の住民からは日本郵船の迎
賓館と呼ばれることもあったが、実際には迎賓館と
して利用されていたわけではなかったようである。
これらの建物は、昭和 20 年（1945）7 月 16 日の
平塚空襲の際に大半が焼失した。

本誌掲載の市原誠氏稿による大磯字坂田山付 1
号壕については、大磯町内の空襲に関する聞き取り
調査を実施した中で、加藤別荘の防空壕として知ら
れていたことが証言からわかり、実測調査を行う
きっかけとなった。この壕は、昭和 17 年に別荘の
所有者であった加藤正治と息子の正隆が相談して掘
削することを決め、同年 8 ～ 10 月の 2 カ月余りで
完成した (35)。もともと炊事場の裏にあった漬物置
き場を拡張したといい、横穴墓を漬物置き場として
利用していたという話もある (36)。市原氏の論稿に
もある通り、この壕は加藤家の私的な防空壕では
あったが、近隣住民が避難する防空壕として認識さ
れており、空襲の危険を感じた時は、加藤別荘の防
空壕へ逃げると意識していた者もいた (37)。

また、市原氏が指摘するように、横井戸としての
利用も考えられる。横井戸として利用されていたも
のを壕に拡張したのか、壕が掘削された後に井戸と
したのか定かなことはわからないが、当地では井戸
水の利用が見られ、もともと水道源を確保するため
につくられていた坑道を防空壕に活用したという近
隣住民の話もある。防空壕を実測調査した結果、壕
内の水源が利用されている痕跡も確認できた。横穴

墓を漬物置き場に転用していた場所を、拡張して防
空壕にしたという話ではあるが、もしかしたら、一
部は、招仙閣があった頃につくられた横井戸を利用
した可能性もある。

5.　おわりに
明治期の旅館「招仙閣」は停車場に隣接する利

便性とその眺望によって、伊藤博文をはじめとする
大磯を訪れた人々に利用された。旅館として多くの
人々が訪れた期間は、振り返れば 20 年程度であっ
たが、その後も別荘地として活用され、戦争の影響
を受けて防空壕がつくられ、時には近隣住民の避難
先となった。当地の履歴は、目まぐるしく移り変わっ
た大磯の近代史を伝えている。
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市原　誠
大磯地区に於ける本土決戦期の遺構調査

1.　はじめに
本調査は、2016 年（平成 28 年）に平塚の空襲

と戦災を記録する会：藤野敬子氏に先導されたこと
がきっかけであった。その後、大磯町郷土資料館学
芸員：富田三紗子氏も交えて、数回に亘り目視調査
を実施した。探求心旺盛な富田三紗子氏は、きちん
とした調査を行ないたいのだという。その熱意に筆
者が呼応する形で、大磯字坂田山付 1号壕の調査
を実施した次第である。
このことが呼び水となって、大磯町内に現存して

いる本土決戦期の遺構の調査が、本格的に実施され
ることを願って止まない。
本壕が構築された時代背景を中心に実測図、写真

などを掲載して、本年報にまとめさせて頂くことと
したい。

2.　時代的背景
1941 年（昭和 16年）12月に始まった日米戦争

は、1945 年（昭和 20 年）8月に終戦を迎えたこ
とは承知の事実であろう。
しかし、終戦を迎えるまでに日米両軍ともに様々

な作戦が立案され、最終局面が訪れつつあった事実
は、それほど知られていない。それは、史実通りに
終戦を迎えているからに他ならない。今日の多くの
人達に、あまり語られることのない日米両軍に於け
る最終局面の作戦について論じていくこととしよ
う。
万が一、史実通りに終戦を迎えなければ、相模湾

に面している大磯町は、間違いなく有数の激戦地の
ひとつとして記憶されていただろうと推測する。
1945 年（昭和 20年）、兵力に勝る米軍は、アイ

スバーグ作戦を実施し沖縄を占領する。その後、日
本本土侵攻作戦として 1945 年（昭和 20 年）11
月にオリンピック作戦、翌年 3月には、コロネッ
ト作戦の発動を予定した。
日本軍としては、これに呼応する形で、それぞれ

決 6号作戦、決 3号作戦を立案する。米軍の本土

侵攻作戦に対して、多大な損害を与えて有利な条件
で戦争を終わらせることが目的の作戦である。
大磯地区は、米軍でいえばコロネット作戦、日本

軍でいえば決 3号作戦の作戦地域に該当していた。
日本本土では、物資不足が深刻であったが、作戦に
対する準備は優先的に実施されていたようだ。
日本側の指揮や作戦事情を少し触れておくと、大

本営は内地防衛軍の第 1総軍、第 2総軍、航空総
軍の戦闘序列を下令し、1945 年（昭和 20 年）4
月 15 日、第 53 軍（通称：断）が名古屋で編成を
完結した。第 53軍の担当防備範囲は、神奈川県の
ほぼ全域と静岡県の富士川より東の地域である。
それに伴う隷下師団は、当初は第 84師団（通称：

突 1944 年 7 月編成）と第 140 師団（通称：護東
1945 年 2 月編成）の 2個師団に過ぎなかったが、
第 316 師団（通称：山城 1945 年 6 月編成）が追
加配備されることとなる。
日本側の本土決戦準備は、当初、縦深配備であっ

たが、1945 年（昭和 20年）7月 17日に、各方面
軍に第 1総軍決戦網領を通達し、水際配備へと作
戦変更となった。これによって、相模湾、九十九里
浜正面の部隊は、同年 8月上旬、汀線に主陣地を
推進することとなる。
この作戦変更の処置は、1945 年（昭和 20 年）

7月 15 日に沖縄の戦いから奇跡的に生還した森脇
大尉が、米軍の艦砲射撃による日本軍の損害は皆無
だったと報告したことによる。つまり、硫黄島のよ
うな島嶼と違い、沖縄やそれよりも広大な日本本土
では、米軍の艦砲射撃の密度が薄くなり、損害はな
いに等しいと判断したのである。

3.　大磯地区に布陣した部隊と規模
起伏のある大磯丘陵は、米軍の艦砲射撃や爆撃に

対する防禦に有効と判断された。そのため、大磯地
区には多数の部隊が布陣し、緊要地形の最たる場所
と判断できるだろう。
大磯地区は、戦闘序列でいえば第 1総軍の管轄

下にある。総軍の下に第12方面軍、第53軍と指示、
命令系統が続く。神奈川県のほぼ全域が第 53軍の
管轄下にあった。
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大磯地区に布陣した具体的な部隊についてであ
るが、第140師団 (1) 歩兵第 402連隊 (2) がメインで、
独立重砲兵第 36大隊第 2中隊 (3)、野戦重砲兵第 2
連隊 (4) の一部、東京湾要塞第 2砲兵隊 (5)、砲兵情
報第 5連隊 (6) などが続く。ほか、横須賀海軍警備
隊 (7) の一部も布陣していた。　
第 140 師団の師団長である故物部長鉾氏の証言

によれば、当初、千畳敷山陣地、鷹取山陣地にそれ
ぞれ 1個大隊を布陣させる予定だったようだ。し
かし、東京師管の意向だと築城は千畳敷山のみだっ
たとの話し。最終的には、千畳敷山陣地に2個大隊、
鷹取山陣地に 1個大隊布陣ということに決定した
とのこと。
総括して考慮すれば、大磯地区だけで軽く 4,000

名程度の兵力と考えられるが、詳しい実数は筆者に
は判らない。
配備火砲などについては、「大東亜戦争　相模湾

火力配置図　其の二」を基にすれば、14㎝加農砲
2門、12㎝加農砲 2門、28㎝榴弾砲 2門、24㎝榴
弾砲 2門、15㎝榴弾砲 4門と狭範囲の割に非常に
重装備である。実際は、全てが完備される前に終戦
を迎えているのは承知の沙汰であるが、これら重砲
のほかに山砲や野砲などの火砲配備は更に多かった
ことはいうまでもないだろうし、鷹取山の山体（平
塚市側だが）には噴進砲陣地も構築された。
これらの配備状況を見ると、大磯地区は緊要地

形の最たる場所であったことは疑いの余地すらない
し、本土防衛の重要な最前線であった。相模湾の他
地域の防備と比べても、大磯地区の火砲密度は群を
抜いて高かったといえる。
これら日本軍側の防備に対して、来寇を企てる米

軍からすれば非常に脅威であったことは間違いない
だろう。万が一、上陸作戦が決行の暁には、水際配
備に徹した日本軍の作戦を想定していなかった米軍
にとっては、ひとたまりもなかっただろう。

また大磯地区には、第 140 師団歩兵第 402 連隊
が大磯小学校に本部を置いており、故鈴木薫二連隊
長がここで指揮を執っていた。連隊とは、3～ 4個
大隊を掌握し、終戦時の歩兵第 402 連隊部隊配置
の詳細は第 1大隊が西小磯汀線、第 2大隊が二宮
地区、第 3大隊が千畳敷山だったようだ。第 4大
隊の布陣場所については鷹取山周辺であった。ほか、
新編師団の第 316 師団の一部も布陣していたが、
全部隊が到着する前に終戦となっている。
余談ではあるが、歩兵第 402 連隊と歩兵第 349

連隊の関係性を少し述べておくと、第 140 師団歩
兵第 402 連隊は、1945 年（昭和 20 年）7月頃に
おける第 316 師団の京都からの進出に伴い、今ま
での東方（藤沢方面）に第 140 師団・西方（小田
原方面）に第 84 師団が配備されていたが、その
中間地帯の相模川河口付近の地区に、第 316 師団
が配備された。その措置に伴い第 140 師団歩兵第
402 連隊は、編成以来、大磯（千畳敷山を含む）に
配備され鋭意築城を行なってきた関係上、第 316
師団に配属され、その代わりに第 316 師団 (8) の歩
兵第 349 連隊 (9) が、第 140 師団に配属され茅ヶ崎
海岸に配備された。
しかし、完全に管轄変更が行なわれぬまま、か

つ第 140 師団歩兵第 402 連隊は、第 316 師団に
配属される予定とされたまま終戦を迎えたともいわ
れる。この異例の措置は、この地の防衛に強くこだ
わっていた故鈴木薫二連隊長の強い意思の表れだと
いい、この気迫に押され所属師団の隷属変更となる
こととなった。
なお、第 140 師団歩兵第 402 連隊だけで、千畳

敷、鷹取山、二宮北側、相模平地に終戦までに延べ
100,000 ｍの坑道を準備完了したというが、大部
分は未調査か開発によって消滅している。
ちなみに、終戦時の歩兵第 402 連隊将校職員表

には、第 140 師団歩兵第 402 連隊第 2大隊は、補
助憲兵となったため、故鈴木薫二連隊長の指揮下か
ら欠落している。

4.　大磯地区に本土決戦陣地構築が開始された時期
米軍の日本本土上

陸に対する築城開始時
期については、多数の
一次史料や文献を読み
解いたり、偉大なる先
賢の方々のご教示から
振り返ると、1944 年
（昭和 19 年）10 月中
旬の東部軍築城開始命
令が最も古い。
ちなみに、東部軍

本土決戦に関する一連の流れ

1944 年 10 月中旬 東部軍築城開始命令

1945 年 1月 20日 帝国陸海軍作戦計画大網

1945 年 2月 28日 第 140 師団編成

1945 年 4月 内地防衛軍戦闘序列

1945 年 4月 20日 第 53軍創設

1945 年 5月 2日 歩兵第 402 連隊編成

1945 年 5月 23日 第 316 師団編成

1945 年 7月 17日 水際配備へ作戦変更

1945 年 8月 15日 玉音放送
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というのは、東日本を管轄していた軍司令部で、
1945 年（昭和 20 年）2 月 1 日の第 12 方面軍の
編成によって消滅している。
この東部軍築城開始命令伝達時に配備できた兵

力は、留守近衛第 2師団しか見当たらない。この
留守近衛第 2師団が相模湾一帯に布陣したことだ
ろうが、その一部が大磯地区にも布陣していたと考
えられる。この時期における築城の痕跡などの詳
細は不明である。留守近衛第 2師団とは、後の第
140 師団の前身である。
筆者としては、推測の域は出ていないが組織的で

本格的な本土決戦準備（築城）は実施していなかっ
たと考える。その根拠としては、この時期（1944
年 10 月）から大磯地区で本土決戦準備を始めてい
たら完成度の高い陣地があふれていただろう。しか
し、現状では半端な作りの陣地が非常に多い。
また、筆者自身が多数の先賢の方々からご教示

頂いたことは、どれも翌年 4月以降の話しばかり
であったことにもよるが、確実にいえることは終戦
間際に最も顕著に陣地構築が行われていたことだろ
う。
参考程度に、実際の 6つの事例を述べて大磯町

内の各地域にどのような陣地が構築されていったの
かを確認していくこととしたい。
①羽白山（坂田山）穹窖式加農砲陣地
羽白山に存在する 15㎝穹窖式加農砲陣地の掘削

状況や期間を述べておきたい。この加農砲陣地の構
築にあたった故内山清治氏によると、砲兵情報第 5
連隊だけで 1945 年（昭和 20 年）5 月 10 日ころ
から掘削を始めたのだという。当初は三交代だった
が、途中から目途が付いたためか日中のみの作業に
変更となったと。そして、同年8月上旬には貫通し、
コンクリートの吹き付けも完了したとのことだっ
た。直接、掘削作業をしている人員は常に 10名程
度だったとのこと。
故内山氏によると、陣地の掩砲所にコンクリート

を吹き付けても加農砲や砲弾はなかったという。す
でに準備されていたという証言もあるが、真相は不
明のままである。
②西小磯汀線陣地
故清水孝氏によれば、1945 年（昭和 20 年）8

月上旬に進出し西小磯の海岸に陣地構築を始めたと
いう。掘削を始めてすぐに終戦を迎えたとのこと。
そのため、照明などの必要もなかったようだ。氏の
証言から同年 8月 10日前後より掘削を開始したの
ではないかと推測する。構造については、海岸が丘
のように丘陵になっており北側から海側に向かって
掘削していたとの話しだった。
③羽白山（坂田山）銃眼陣地
箕輪治三氏によれば、1945 年（昭和 20 年）7

月前後に、コンクリート不使用の銃眼陣地が複数構
築されたという。氏の話しだと西側を射撃できるよ
うに掘削したのだとのこと。構造は、それほど複雑
ではなかったようだ。氏によると陣地に機関銃など
は据えていなかったと。
④阿部銃眼坑道
阿部義明氏（94歳）の証言によると、1945 年（昭

和 20 年）6月下旬に着任すると、鷹取山山体に銃
眼坑道を構築中であったとのこと。阿部銃眼坑道は、
同年 7月末には完成していたという。阿部氏率い
る小隊 38名のみでの作業だった。ちなみに名称で
あるが、小隊長だった阿部義明氏の了解を得て命名
している。
ちなみに氏は、阿部銃眼坑道を竣工させると例の

作戦変更に伴い、生沢地区に進出し新たにここで掘
削作業を始めたところで終戦を迎えている。
ここでも機関銃などの兵器類は、設置していな

かったとの証言が得られた。
⑤寺坂対戦車壕
善波喜代治氏（87 歳）によると、1945 年（昭

和 20年）の梅雨明け前ころに、勤労奉仕で対戦車
壕構築の手伝いをしたと振り返る。主な仕事は、掘っ
た土を運ぶことだったというが、どこの部隊が主体
となって構築したのかは判らないと。
この時期は、第 316 師団の同地進出はまだであ

るが、第 140 師団歩兵第 402 連隊第 4大隊第 6挺
進中隊第 2小隊の 40名前後の兵員が寺坂付近に駐
屯していたため、この部隊が関与したことだろう。
⑥王城山穹窖式加農砲陣地
勤労奉仕で陣地構築に携わった片野一雄氏（87

歳）の証言だと、王城山にも付近の古墳群を破壊し
て穹窖式加農砲陣地を構築したという。この加農砲
陣地は、軌道が敷かれ移動式だったとのこと。恐ら
く射界を広く取る処置だと思われる。構築部隊は、
護東部隊 (10) だといい、備砲は警防団員から戦艦長
門の副砲だと聞いたと話していた。
以上 6つ以外にも多数の事例はあるが、類似し

たケースのため割愛する。筆者の稚拙な調査ではあ
るが、いずれの事例も 1945 年（昭和 20 年）5月
以降で、それ以前の話しは皆無である。このことか
ら、大磯地区に具体的な陣地構築が実施された期日
を、同年春以降と判断した次第である。

5.　大磯字坂田山付 1号壕の変遷
本壕においては、本来は横井戸として掘削された

と考えられる。その根拠としては、痕跡として戦後
に掘削された可能性もあるが、坑道の細さが挙げら
れる。図面のＭ付近などは、人がようやく通行でき
る程度なので、その特徴を良く表しているといえよ
う。
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横井戸の掘削については、日本ではもっとも古い
物で江戸時代だといわれており、本壕の掘削時期に
ついては、防空壕として掘削されたという証言もあ
るが明治期前後であろうかと推測する。
当時の日本軍においては、本土決戦陣地を構築す

るにあたり古墳や横井戸など、利用できる坑道を掘
削していたことが知られており、中郡二宮町内や大
磯町郷土資料館近辺に、同様の遺構が確認できる次
第である。その理由としては、少しの努力で陣地と
して利用できるからに他ならない。無論、古墳や横
井戸をそのまま活用する訳でなく、それを土台に使
いやすいように拡張するわけである。本壕について
も、横井戸をそのままの状態で活用を検討していた
訳ではなく、当然、拡張して防空壕や陣地壕として
の機能を考慮した痕跡が見て取れる。本来、横井戸
として掘削された細い坑道も、容易に人員の往来が
可能な程度に拡張したことと判断し、さらに棲息部
も伴い長期的な使用にも耐えられるよう改造したと
考える。
本壕付近で 2018 年 5 月 8 日に、戦時下の二宮

を記録する会：藤田尚志氏、富田三紗子氏と共に聞
き込み調査を試みたところ、存在を知っている人も
あったが、初耳だという人の方が多かった。存在を
知っている人の中で、真壁泰由氏（76歳）によれば、
空襲の際、本壕に避難していたところ、火災の煙が
壕内へ充満するため、兵隊に抱かれて外へ出たこと
があるという。終戦 74年を迎えようとしている今
日では、聞き込み調査でこれに勝る証言は出て来な
かった。
少し以前に、富田氏、藤野氏の調査で近隣住民も

本壕へ避難したことも判っている。氏らの調査によ
れば、本壕は故加藤正治氏（中央大学初代総長）の
別荘宅の裏側にあったとのことで、内部には書庫も
あり電気も通っていたようだ。有事の際は、あらか
じめ本壕へ避難することが決まっていたとの話し
だった。この事実は、当時の情報誌 (11) でも同様の
ことが推奨されており、戦争末期の常識だったと
いっても過言ではない。ちなみに、ここでの証言に
ついても、避難の際に兵隊の動向が出現している。
大磯字坂田山付 1号壕の中に書庫があったとい

うのは、湿気もあるため今日の常識では理解しがた
いケースであるが、特筆すべきは兵隊の存在だ。こ
れは明らかに、当時の日本軍が掌握していた証拠
といえよう。すぐ近くの大磯小学校には、歩兵第
402 連隊が本部を置いており、日本軍の影響下に
あったのは当然の成り行きであろうと考えられる。
本壕付近は、歩兵第 402 連隊第 3大隊の布陣地

域ということが判っているが、この第 3大隊は、
第 7、8、9中隊と第 3歩兵中隊、第 3挺進中隊の
5コ中隊を伴っていることも判っている。万が一、

本壕を日本軍が使用することを考えていたのなら、
壕の大きさから大隊指揮壕とは考えにくく中隊指揮
壕規模と推測する。前出の 5コ中隊のいずれかが
指揮壕としての使用を考慮していた可能性は捨てき
れない。これ以上の究明については、この壕に直接、
携わった先賢の方々からのご教示は得られないので
不明のままである。いつの日か筆者に代わって、未
来の人達が歴史の真実を究明されることを願って止
まない。
　

6.　大磯字坂田山付 1号壕の詳細・現状
2016 年（平成 28年）8月から、10回程度の内

部調査を実施した。図面Ａ、Ｆ、Ｐ、Ｔ付近には綺
麗に掘削した石が使用されており、図面ＣやＤ付近
は、水溜のようでこの辺りのみコンクリートが吹き
付けられている。
図面Ｅ付近より数ｍ北に進むと、本壕最大級の崩

落跡が確認できる。今後、崩落現象はさらに激しさ
を増し、そう遠くはない将来、往来が不能になって
しまうかも知れない。図面Ｅ付近から北へ 20ｍ近
く進むと分岐点に差し掛かるが、実測作業当時は常
に湧水が降雨のように天井から降り注いでいた。分
岐点より北や東にも通路はあるが、ようやく人の往
来が可能な程度の広さしかなく、ここは横井戸のま
まと考えられる。この程度の広さで坑道陣地として
の使用を考慮したとは考えにくい。
図面ＦからＨにかけての通路は、綺麗に掘削され

て天井部は戦後のものと思われる金属製のトタンで
補強され馬蹄形を呈する。Ｋ付近から南へ 10ｍ弱
辺りには、電動ポンプや配管やマス状の水溜が見て
取れ、本壕が横井戸であることを窺わせる。現在も
池へ湧水を供給する横井戸として使われているよう
だ。図面Ｐは、棲息壕と思われ、ここは中隊長クラ
スの将校が指揮を執る場所だったのであろうか。壁
も天井も綺麗に仕上げてある。この部屋に錆びない
アーチ型のトタンが転がっていた。近隣住民の証言
に出現する書庫とは、ここの部屋だと思われる。
図面ＲからＳにかけては、Ｌ字型を呈しており、

この掘削の手法は、爆風が壕内に直接、入り込まな
いための処置に他ならぬ、本壕が旧日本軍によっ
て掘削されたと推定できる。1945 年（昭和 20年）
の終戦までの間に、掘削、拡張工事が行なわれてい
たと考える。図面Ｔ付近も掘削された石が使われ補
強されていた。ちなみに、この石積みは 1948 年（昭
和 23年）撮影の写真で確認することができ、空襲
で焼失した建物の屋根跡が焦げ付いている。この事
実は、終戦時に、この石積みが既に存在していた裏
付けとなる。史実通りに戦争が終了しなければ、更
なる掘削工事がなされたことは想像に難しいことで
はない。
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図 2　大磯字坂田山付 1号壕　位置

写真 3　図面Ｂ付近
2018.5.8 撮影

写真 5　図面Ｆ付近
2018.5.8 撮影

写真 2　図面Ａ付近
2016.12.11 撮影

写真 4　横井戸を物語るポンプ
2018.5.8 撮影

写真 6　図面Ｓ付近
2018.5.8 撮影
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図 3　大磯字坂田山付 1号壕　実測図

写真 7　大磯字坂田山付 1号壕前で撮影された大磯小学校児童の集合写真　1948 年撮影

この写真は、1990 ～ 2000 年代に大磯町内の歴史や民俗を調査していた「摘み草の会」が、
町内の空襲被害をまとめたポスターを作成した際に使用した写真です。現在は、写真の所蔵
者が不明となっています。この写真についてご存じの方がいらっしゃいましたら、情報のご
提供をお願い致します。
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注
(1)　陸軍師団のひとつ。1945 年（昭和 20 年）2
月28日に東京で編成。司令部は片瀬にあった。通称：
護東部隊。
(2)　1945 年（昭和 20 年）5月 2日に甲府で編成
された。
(3)　1945 年（昭和 20 年）2 月 15 日編成。大磯
地区には、24㎝榴弾砲 2門が布陣。
(4)　1919 年（大正 8 年）静岡県三島で編成。
1945 年（昭和 20 年）5月に満洲から日本本土へ
呼び戻された。大磯地区には、15㎝榴弾砲 4門が
布陣。
(5)　1945 年（昭和 20 年）2 月 15 日編成。大磯
地区には 28㎝榴弾砲 2門が布陣。
(6)　1945 年（昭和 20 年）5月に満洲から日本本
土へ呼び戻された。
(7)　上級司令部は、横須賀鎮守府。
(8)　本土決戦第 3次兵備で 1945 年（昭和 20 年）
5月 23日に、京都で編成された。俗称は、山城部隊。
(9)　1945 年（昭和 20 年）7月中旬、京都で編成
された。
(10)　第 140 師団の俗称。
(11)　内閣情報局　週報委員会が刊行した戦意高
揚を目的とした「週報」という情報誌。第 1号は、
1936年（昭和11年）10月 14日刊行となっている。

確認できるのは、第 452 号の 1945 年（昭和 20年）
8月 29 日刊行分までとなっており、戦争末期には
合併号も多く刊行されたようで必ず週刊ではなかっ
たようだ。戦災により配本できなかった号もあった
らしい。一般に広く出回っていたようで、阿部義明
氏は、1942 年（昭和 17年）～ 1944 年（昭和 19
年）まで購読をしていたとのことである。
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